
　

乳
が
ん
は
女
性
特
有
の
病
気
と
思
っ
て
い

た
が
、
男
性
で
も
発
症
す
る
可
能
性
が
あ
る

と
い
う
▼
日
本
で
は
年
間
約
６
０
０
～
７
０

０
人
の
男
性
が
発
症
し
て
い
る
。
全
体
か
ら

見
れ
ば
１
％
に
も
満
た
な
い
数
字
だ
が
、
早

期
発
見
を
目
指
し
た
設
備
や
体
制
が
準
備
さ

れ
て
い
る
女
性
に
比
べ
る
と
、
男
性
乳
が
ん

は
進
行
し
て
か
ら
気
づ
く
こ
と
が
多
く
、
検

診
時
に
は
既
に
リ
ン
パ
節
や
肺
な
ど
へ
の
転

移
が
見
受
け
ら
れ
る
そ
う
だ
▼
一
般
的
な
症

状
は
、
痛
み
を
伴
わ
な
い
腫
瘤
（
固
い
し
こ

り
）
と
乳
頭
の
陥
没
や
リ
ン
パ
節
の
腫
れ
、

乳
首
か
ら
分
泌
物
や
出
血
が
見
ら
れ
る
な

ど
。
症
状
が
進
め
ば
が
ん
細
胞
が
皮
膚
を
突

き
破
り
潰
瘍
に
な
る
▼
年
齢
に
こ
だ
わ
ら
ず

発
症
す
る
が
一
番
多
い
の
は
６０
代
～
７０
代
の

人
。
性
別
に
関
わ
ら
ず
家
系
に
乳
が
ん
経
験

者
が
い
る
人
や
胸
に
し
こ
り
が
あ
っ
た
り
、

わ
き
の
下
の
リ
ン
パ
節
に
腫
れ
が
あ
る
な
ら

放
置
せ
ず
に
早
急
に
検
診
を
▼
静
か
に
進
む

病
気
ほ
ど
恐
ろ
し
い
も
の
は
な
い
、
早
期
発

見
・
早
期
治
療
で
撃
退
し
た
い
。�

（
昴
）

　

奈
良
県
は
、
一
般
会
計
５
５
０
３
億
１
０
０
０
万
円
の
令
和
４
年
度
当
初
予
算

案
を
公
表
し
た
。
対
前
年
度
比
２
・
５
％
増
。
普
通
建
設
事
業
費
は
７
９
２
億
５

５
０
０
万
円
（
０
・
５
％
減
）。
中
町
「
道
の
駅
」
建
築
工
事
、
文
化
会
館
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
実
施
設
計
、
平
城
宮
跡
歴
史
体
験
学
習
館
基
本
設
計
、
大
規
模
広
域
防

災
拠
点
造
成
工
事
、
生
駒
警
察
署
新
庁
舎
建
築
工
事
、
県
立
医
科
大
学
の
教
育
・

研
究
部
門
の
移
転
建
築
工
事
（
先
行
整
備
分
）、
ス
ポ
ー
ツ
拠
点
施
設
実
施
計
画

等
の
策
定
、
県
立
大
学
（
仮
称
）
教
育
研
究
棟
建
築
工
事
基
本
・
実
施
設
計
、
県

立
大
学
工
学
系
第
２
学
部
整
備
で
４
年
度
～
５
年
度
に
基
本
計
画
策
定
な
ど
を
盛

り
込
ん
で
い
る
。 県

の
令
和
４
年
度
当
初
予
算
案

県
の
令
和
４
年
度
当
初
予
算
案

一
般
会
計
５
５
０
３
億
円

一
般
会
計
５
５
０
３
億
円

　

県
の
令
和
４
年
度
当
初

予
算
案
は
総
額
９
３
６
５

億
４
８
０
０
万
円
で
対
前

年
度
比
４
・
８
％
増
。
内

訳
は
一
般
会
計
５
５
０
３

億
１
０
０
０
万
円
（
２
・

５
％
増
）、
特
別
会
計
３

４
９
７
億
８
３
０
０
万
円

（
８
・
５
％
増
）、
奈
良
県

水
道
用
水
供
給
事
業
会
計

１
７
９
億
９
４
０
０
万
円

（
１１
・
５
％
増
）、
奈
良
県

流
域
下
水
道
事
業
会
計
１

８
４
億
６
１
０
０
万
円

（
０
・
４
％
減
）。
純
計
で

は
８
２
０
０
億
３
０
０
０

万
円
で
４
・
８
％
増
と
な

っ
た
。
ま
た
、
２
月
一
般

会
計
補
正
予
算
案
は
５
４

４
億
４
４
２
５
万
４
０
０

０
円
を
計
上
し
た
。

　

主
要
な
一
般
財
源
は
県

県
建
築
安
全
推
進
課

吉野土木の開発・建築業務吉野土木の開発・建築業務

４月１日から中和土木に４月１日から中和土木に
　

奈
良
県
県
土
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
部
地
域
デ
ザ
イ
ン
推

進
局
建
築
安
全
推
進
課

は
、
こ
れ
ま
で
吉
野
土
木

事
務
所
で
行
っ
て
い
た
同

事
務
所
管
轄
内（
吉
野
町
、

大
淀
町
、
下
市
町
、
黒
滝

村
、天
川
村
、下
北
山
村
、

上
北
山
村
、
川
上
村
）
に

お
け
る
開
発
・
建
築
に
係

る
業
務
を
４
月
１
日
以
降

医
大
移
転
で
先
行
整
備
分
の
建
築
な
ど

医
大
移
転
で
先
行
整
備
分
の
建
築
な
ど

税
等
や
地
方
交
付
税
・
臨

時
財
政
対
策
債
等
は
前
年

度
と
同
程
度
（
１
億
円

減
）。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
き
め
細
か

く
対
応
す
る
こ
と
に
よ
り

国
庫
支
出
金
は
増
加
（
８３

億
円
増
）、
ま
た
、
奈
良

県
立
医
科
大
学
の
教
育
・

研
究
部
門
の
移
転
整
備
の

進
捗
等
に
よ
り
繰
入
金
が

増
加
（
８０
億
円
増
）。

　
「
奈
良
新
『
都
』
づ
く

り
戦
略
２
０
２
２
」
に
盛

り
込
ん
だ
諸
施
策
を
着
実

に
実
行
し
▽
未
来
へ
の
投

資
と
な
る
主
要
な
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
結
実
に
向
け
積

極
的
に
推
進
▽
ポ
ス
ト
コ

ロ
ナ
時
代
の
新
し
い
社
会

経
済
構
造
へ
の
対
応
を
図

る
▽
高
齢
化
の
進
展
等
に

伴
う
主
な
社
会
保
障
関
係

経
費
の
増
加
に
適
切
に
対

応
す
る
。
併
せ
て
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
に
万
全
を
期
し
て
取
り

組
む
―
と
し
て
い
る
。

　

投
資
的
経
費
は
２
億
円

増
加
。
主
な
増
加
要
因
は

大
規
模
広
域
防
災
拠
点
の

整
備
（
４３
億
円
増
）、
奈

良
県
立
医
科
大
学
の
移
転

整
備
（
新
キ
ャ
ン
パ
ス
先

行
整
備
等
）（
５４
億
円
増
）、

御
所
Ｉ
Ｃ
周
辺
産
業
集
積

地
形
成
（
４
億
円
増
）、

い
ま
な
ら
。
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
（
８
億
円
増
）、
市
町

村
財
政
健
全
化
支
援
（
４

億
円
増
）、
公
共
事
業

（
１６
億
円
増
）、
災
害
復
旧

事
業
（
１８
億
円
増
）、
社

会
保
障
関
係
経
費
（
１９
億

円
増
）、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
（
１９

億
円
増
）、
県
税
交
付
金

（
１６
億
円
増
）。
主
な
減
少

要
因
は
県
立
高
等
学
校
の

耐
震
化
整
備
（
４４
億
円

減
）、
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
附
属

セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
の
整
備

（
１４
億
円
減
）、
人
件
費

（
１１
億
円
減
）、
公
債
費

（
１７
億
円
減
）。
普
通
建
設

事
業
費
は
７
９
２
億
５
５

０
０
万
円（
０
・
５
％
減
）。

建
設
関
係
の
主
な
事
業
は

次
の
通
り

　

新
規
事
業
は
▼
建
設
業

の
魅
力
発
信
事
業
＝
Ｓ
Ｎ

Ｓ
等
を
活
用
し
て
建
設
業

の
魅
力
を
広
く
発
信
、
官

民
協
働
に
よ
る
建
設
業
就

職
フ
ェ
ア
の
開
催
▼
デ
ジ

タ
ル
技
術
等
を
活
用
し
た

住
ま
い
・
く
ら
し
の
改
善

事
業
＝
県
営
住
宅
の
住
環

境
整
備
に
デ
ジ
タ
ル
技
術

を
活
用
▼
県
立
学
校
長
寿

命
化
整
備
事
業
＝
国
際
高

校
、
郡
山
高
校
、
添
上
高

校
、
畝
傍
高
校
、
十
津
川

高
校
、
西
和
養
護
学
校
で

老
朽
箇
所
調
査
等
▼
県
立

大
学
工
学
系
第
２
学
部
整

備
推
進
事
業
＝
４
年
度
～

５
年
度
に
基
本
計
画
の
策

定
▼
史
跡
太
安
萬
侶
墓
整

備
活
用
事
業
＝
保
存
活
用

計
画
を
策
定
し
、
今
後
の

史
跡
整
備
等
の
方
針
を
検

討
▼
大
和
平
野
中
央
ス
ー

パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
支
援
施
設
等
の

整
備
に
係
る
基
本
計
画
を

策
定
―
な
ど
。

　

継
続
事
業
で
は
▽
中
南

和
振
興
の
た
め
の
産
業
集

積
地
形
成
事
業
▽
骨
格
幹

線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

整
備
推
進
＝
国
道
３
０
８

号
宝
来
ラ
ン
プ
等
▽
中
町

「
道
の
駅
」
整
備
事
業
＝

建
築
工
事
、
造
成
工
事
等

▽
文
化
会
館
整
備
事
業
＝

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
に
係

る
実
施
設
計
▽
平
城
宮
跡

歴
史
体
験
学
習
館
基
本
設

計
▽
近
鉄
奈
良
駅
周
辺
の

環
境
整
備
事
業
＝
広
場
の

基
本
設
計
等
▽
県
大
規
模

広
域
防
災
拠
点
整
備
事
業

＝
用
地
取
得
、造
成
設
計
、

造
成
工
事
、
防
災
拠
点
の

運
用
検
討
▽
生
駒
警
察
署

新
庁
舎
整
備
事
業
＝
建
築

工
事
、
宅
地
造
成
工
事
、

周
辺
道
路
改
良
工
事
ほ
か

▽
大
和
川
流
域
総
合
治
水

対
策
推
進
事
業
▽
県
立
医

科
大
学
の
教
育
・
研
究
部

門
の
移
転
＝
造
成
工
事
、

建
築
工
事（
先
行
整
備
分
）

▽
県
域
水
道
一
体
化
推
進

事
業
＝
県
広
域
水
道
企
業

団
基
本
計
画
の
策
定
▽
近

鉄
大
福
駅
周
辺
地
区
拠
点

整
備
事
業
＝
第
２
期
事
業

区
域
の
除
却
工
事
と
文
化

財
発
掘
調
査
▽
（
仮
称
）

奈
良
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

周
辺
整
備
事
業
＝
西
九
条

佐
保
線
、
Ｊ
Ｒ
関
西
本
線

等
▽
道
路
施
設
老
朽
化
対

策
事
業
＝
五
條
吉
野
線
柴

橋
外
１
１
１
橋
、
国
道
１

６
８
号
小
代
下
ト
ン
ネ
ル

外
４２
ト
ン
ネ
ル
、
国
道
１

６
５
号
粟
殿
歩
道
橋
外
大

型
構
造
物
２６
施
設
▽
大
和

西
大
寺
駅
高
架
化
・
近
鉄

奈
良
線
移
設
検
討
事
業
▽

新
西
和
医
療
セ
ン
タ
ー
整

備
基
本
計
画
策
定
事
業
▽

奈
良
県
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大

会
等
開
催
準
備
事
業
▽
ス

ポ
ー
ツ
拠
点
施
設
整
備
推

進
事
業
＝
令
和
１３
年
の
国

民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
全
国

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
と

そ
の
先
の
将
来
を
見
据

え
、
大
会
主
会
場
等
と
な

り
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
及
び

地
域
振
興
の
拠
点
と
な
る

施
設
の
整
備
を
推
進
（
実

施
計
画
等
の
策
定
、測
量
・

調
査
）
▽
ま
ほ
ろ
ば
健
康

パ
ー
ク
機
能
強
化
検
討
事

業
＝
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

活
か
し
た
整
備
・
管
理
運

営
手
法
の
導
入
に
向
け
た

手
続
き
の
推
進
等
▽
県
立

大
学
整
備
事
業
＝（
仮
称
）

教
育
研
究
棟
建
築
工
事
基

本
・
実
施
設
計
▽
中
央
卸

売
市
場
再
整
備
推
進
事
業

＝
市
場
エ
リ
ア
・
賑
わ
い

エ
リ
ア
の
一
体
的
再
整
備

ア
イ
デ
ア
募
集
、
事
業
者

募
集
準
備
▽
み
つ
え
高
原

牧
場
畜
産
団
地
整
備
検
討

事
業
＝
地
形
測
量
―
な

ど
。（
政
策
体
系
別
の
主

要
建
設
事
業
は
後
日
掲
載
）

は
中
和
土
木
事
務
所
建
築

課
に
変
更
す
る
。

　

業
務
は
▽
建
設
リ
サ
イ

ク
ル
法
に
基
づ
く
届
出
・

通
知
▽
建
築
計
画
概
要
書

の
閲
覧
・
写
し
交
付
▽
建

築
基
準
法
の
道
路
種
別
の

確
認
▽
建
築
基
準
法
に
基

づ
く
建
築
確
認
申
請
に
係

る
相
談
▽
宅
地
造
成
等
規

制
法
に
基
づ
く
許
可
▽
都

市
計
画
法
に
基
づ
く
開
発

許
可
の
要
不
要
相
談
/
農

家
判
定
▽
浄
化
槽
法
に
基

づ
く
浄
化
槽
設
置
届
▽
奈

良
県
住
み
よ
い
福
祉
の
ま

ち
づ
く
り
条
例
に
基
づ
く

届
出
・
報
告
▽
建
築
物
省

エ
ネ
法
に
基
づ
く
届
出
―

な
ど
。

　

問
合
せ
先
は
建
築
安
全

推
進
課
建
築
指
導
係
（
電

話
０
７
４
２
―
２
７
―
７

５
７
４
）、
吉
野
土
木
事

務
所
庶
務
工
事
課
（
電
話

０
７
４
６
―
３
２
―
４
０

５
１
）、
中
和
土
木
事
務

所
建
築
課
（
電
話
０
７
４

４
―
４
８
―
３
０
７
９
）。
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グランド工事、のり面緑化工事、石工事、土留工事、タイル工事、
ドローン空撮、土木３D施工データ作成、i-Construction対応

本 社

大淀営業所

橿原営業所

明日香営業所

奈 良 県 吉 野 郡 下 市 町 原 谷 ４ － １
Ｔ Ｅ Ｌ ０ ７ ４ ７ － ５ ２ － ０ ８ ５ １
Ｆ Ａ Ｘ ０ ７ ４ ７ － ５ ２ － ９ ２ ８ ８
奈良県吉野郡大淀町芦原５８５－８
Ｔ Ｅ Ｌ ０ ７ ４ ７ － ５ ２ － ７ ７ ０ ０
奈 良 県 橿 原 市 久 米 町 ６ ２ ０ － １ ２
Ｔ Ｅ Ｌ ０ ７ ４ ４ － ２ ８ － ０ ８ ５ ４
奈 良 県 橿 原 市 見 瀬 町 ６ ９ １ － １
Ｔ Ｅ Ｌ ０ ７ ４ ４ － ２ ８ － ２ ９ ０ １

独立行政法人 勤労者退職金共済機構

建退共奈良県支部
〒630-8241　奈良市高天町5-1
TEL 0742-22-3345 FAX 0742-22-3346 建退共 検索

建退共への加入のおすすめ
福祉の増進と企業の振興のための国の退職金制度です

建設業界の
皆様へ

建設工事の第一線で働く優秀な人材確保にも寄与！

◎法律に基づき運営される国が作った制度

◎建退共加入は「経営事項審査」で加点評価

◎国からの財政上の支援
 （国の助成により掛金の一部が免除）

◎掛金は全額非課税
 （損金または必要経費に算入できます）
◎複数の企業間を就業しても通算して
　退職金を支給
◎加入の手続きは簡単
 （各都道府県の建退共支部で加入） 

特

　
　長

●加入できる事業主
　建設業を営む事業主

●対象となる労働者
　建設業の現場で働く方

●掛金は
　一日 ３２０円（加入労働者ひとり）



　宇陀土木事務所管内エリアは、奈良県中東部に位置し、標高３５０㍍から５００㍍の高原状の地形にあ
り、国の特別天然記念物であるオオサンショウウオが生息する河川を有し、名水百選に選定された七滝
八壺や曽爾高原湧水群。旧石器時代・縄文時代草創期の遺跡が発見されるなど、山々に囲まれた豊かな
自然と「古事記」、「日本書紀」にも登場する室生寺をはじめとした名勝・旧跡や大和と伊賀・伊勢などの
東西を結ぶ伊勢街道の宿場町として栄えた街並みが残る歴史・文化的にも価値の高い地域でもある。
　同土木事務所は、その地域性を生かした賑わいのある快適で安全・安心な住みよい社会資本整備を
進めている。道路事業では、昨年７月に主要地方道吉野東吉野線（小川～鷲家工区）の完成供用に続
き、７月と９月に主要地方道吉野室生寺針線（室生田口元上田口～室生工区（Ｂ工区））の部分供用、11
月には一般県道 大又小川線（三尾工区）が完成供用した。
　その他、国道３６９号や吉野東吉野線、宇太三茶屋線などで道路改良事業や道路災害復旧事業。国道
１６５号などで交差点改良。国道１６６号などで橋りょう長寿命化計画に基づく橋りょう補修・補強事業
や舗装修繕事業。榛原菟田野御杖線などで歩道整備。菅野川などで緊急自然災害防止対策事業、麦谷
川で付替道路整備。清蓮寺川などで護岸整備、河川・砂防事業を進めている。
　また、室生地区では地すべり対策や急傾斜地崩壊対策。町並川においては浸水被害の対策として地下
バイパス河川整備事業など、災害に強い地域の安全・安心を含めた調和のとれた事業を推進している。
ここに紹介する事業（写真）は今年度の主要事業である。
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鳳隆建設株式会社
　 代表取締役　佐々岡　均

松塚建設株式会社
　 代表取締役　井上　清利

株式会社 ハクリュウ
　 代表取締役　笹尾　和志

宇陀市大宇陀五津25－1　TEL 0745－83－1364 宇陀市榛原福地６１０－１　TEL 0745－82－1371 宇陀市室生大野1476-8　TEL 0745－92－2328

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上流から町並川を流れてきた水は、分水地点に締切施設を設置し、分水施設全体をプール（減勢

池）にすることで、流速低減・水面の安定が確保された状態で分水されます。締切施設は開口部

（0.3m×0.3m）から、町並川の維持流量（0.01m3/s 以上）を流下させます。 

分水後に流入立坑へ安定して水を導くこのできる形状とするため、立坑スリット幅・敷高、沈砂池

敷高などは模型実験を行って、適切な形状を設定しました。 

分水施設から流入立坑へのゴミ等の流入を防止するため、スクリーンを設置します。 

模型水理実験 ②側からの様子

模型水理実験 ①側からの様子

② 

町並川上流より 

締切施設 

開口部 地下バイパス 
河川へ分水 

流入立坑 
スリット 

① 

スクリーン 
流入立坑 

分水施設の構造 

分水施設モデル図 

町並川　河川バイパス工事（流入仮設立坑設置工事）

・
工
事
延
長
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施工：株式会社 ハクリュウ
　　　　　　代表取締役　笹尾　和志

宇陀市室生大野1476-8
　TEL 0745－92－2328

名阪国道針インターと宇陀市街地
を結ぶ、国道３６９号の隘路であ
る香酔峠において、急カーブ、急
勾配区間を改良し、登坂車線を設
置することにより、安全でスムー
ズな走行を確保します。

令和4年度開通目指す

一般県道助命下荻線伏拝工区道路改良工事（防災・安全交付金事業（道路改良）（国補正）他）

施工：株式会社広　成

・
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事
延
長
Ｌ
＝
90
ｍ
、重
力
式
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壁
工
Ｌ
＝
21
ｍ
、

場
所
打
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工
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64
ｍ

施工：JFEエンジニアリング株式会社

一般国道25号（五月橋）橋梁上部工工事
・
鋼
下
路
式
ロ
ー
ゼ
桁
橋
Ｌ
＝
92
・
５
m

一般県道上笠間八幡名張線毛原工区道路改良工事（街渠工事）（防災・安全交付金事業（道路改良）（国補正）他）

施工：株式会社MAKOTO

・
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長
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、
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路
工
Ｌ
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、
側
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工
Ｌ
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１
１
１
ｍ

主要地方道枚方大和郡山線中町工区（仮称）石木2号橋上部工事

一般国道369号電飾設置工事秋篠川取付擁壁工事

主要地方道笠置山添線邑地工区道路改良工事（補強土壁工事）

ザ・土木ＰＨＯＴＯ土木 特集事業 Vol. 4

安全・安心  良質な土木技術が築くインフラ
　奈良土木事務所管内エリアは、平野部には東大寺、興福寺など国宝・重要文化財がある
奈良公園周辺や西の京・山の辺周辺など、数多くの歴史的、文化的な資産が点在している。
また東部地域は豊かな自然が残された大和高原を有する地域である為、市街地と東部山
間地域の実情など地域の特性や課題に応じた社会資本整備が重要である。道路事業では
主要地方道枚方大和郡山線（中町工区）の橋梁「砂茶屋橋」を含む延長２２０㍍区間が
３月２１日開通する。中町工区は、清滝生駒道路と大和中央道を結ぶ枚方大和郡山線で
２車線のまま残された最後の区間。交通渋滞の緩和・交通安全性の向上と救命救急活動
の支援及び救急輸送道路ネットワークの機能強化を目的に平成２４年に都市計画決定し
た。また、一般県道助命下荻線（伏拝工区）５９０㍍も3月１６日開通する運びとなった。
さらに、一般県道上笠間八幡名張線（毛原工区）の部分供用を近く予定。国道２５号五
月橋では橋梁架け替えを完了したことから供用間近となっている。その他、国道３６９号
（大保道路）、天理環状線（九条バイパス）などの整備を促進する。河川事業では、秋篠川、
佐保川、布留川南流などの河川改修を含め、地域の安全・安心を支える県土強靭化に向
けた各事業を進めていく方針。ここに紹介する写真は、今年度の主要事業である。

豊 か で 住 み よ い 奈 良 の 実 現

供

用

予

定

箇

所

供用予定
年度 路 線 名 箇 所 名 事業延長

（ｍ）
供用済延長

（ｍ）
供用予定延長

（ｍ）

R1 主要地方道
枚方大和郡山線

中町工区
奈良市中町 1,600 0 220

（部分供用）

期待される効果：【骨格幹線道路ネットワーク】
4車線整備により、慢性的な渋滞を緩和するとともに、砂茶屋橋東詰交差点の安全な通行を確保します。

R1 一般県道
助命下荻線

伏拝工区
山辺郡山添村伏拝 960 370 590

（完成供用）
期待される効果：伏拝地区における幅員狭小箇所を解消し、安全で円滑な通行を確保します。

R1 一般県道
上笠間八幡名張線

毛原工区
山辺郡山添村毛原 1,170 400 290

（部分供用）
期待される効果：毛原地区における幅員狭小箇所を解消し、安全で円滑な通行を確保します。

R2 主要地方道
笠置山添線

邑地工区
奈良市邑地町 450 220 230

（完成供用）
期待される効果：邑地地区における幅員狭小箇所を解消し、安全で円滑な通行を確保します。

R2 一般県道
山添桔梗が丘線

広瀬工区
山辺郡山添村吉田 630 0 110

（部分供用）
期待される効果：吉田地区における幅員狭小箇所を解消し、安全で円滑な通行を確保します。

R2 一般県道
笠天理線

下仁興工区
天理市下仁興町 800 400 160

（部分供用）
期待される効果：下仁興地区における幅員狭小箇所を解消し、安全で円滑な通行を確保します。

R3 国道369号 大保道路
奈良市大保町 1,600 0 400

（部分供用）
期待される効果：【骨格幹線道路ネットワーク】
大保地区における幅員狭小箇所を解消し、安全で円滑な通行を確保します。

※�供用予定年度は、標準的な工程を想定した場合の目安であり、今後の予算の状況や施工上の条件変化等に
より変更が生じる場合があります。

枚方大和郡山線（中町工区）3月21日開通

助命下荻線（伏拝工区）3月16日供用開始
完成供用間近！上笠間八幡名張線など
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ザザ・・土土木木ＰＰＨＨＯＯＴＴＯＯ土土木木 特特集集事事業業 Vol. 1

豊
か
で
住
み
よ
い
奈
良
の
実
現

幅員が狭く、対向が困難な箇所の
拡幅により、宇陀市大宇陀地区と
菟田野地区及び東吉野村方面へ
のアクセス向上を図ります。

0.75m3.0m3.0m

9.75m
0.5m2.5m

Ｒ４供用
Ｌ=１９０ｍ

事業延長 Ｌ=１，０００ｍ

供用済
（H29.4）

至 桜井市

国土地理院発行の５万分の１地形図を複製

166

166

370

至 東吉野村

至 吉野町

東吉野村

大宇陀

菟田野

令和4年度開通予定

供
用
予
定
箇
所

供用予定年度 路 線 名
R4 国道369号

箇 所 名
香酔峠工区　奈良市都祁吐山町～宇陀市榛原赤瀬
事業延長（ｍ） 供用予定延長（ｍ）

940 460（完成供用）
香酔峠区間における登板車線の整備により、安全で円滑な通行を確保しま
す。

供用予定年度 路 線 名
R4 一般県道　宇太三茶屋線

箇 所 名
下片岡～白鳥居工区　宇陀市大宇陀下片岡～大宇陀白鳥居

事業延長（ｍ） 供用予定延長（ｍ）

1000 190（部分供用）
下片岡～白鳥居地区における幅員狭小区間を解消し、安全で円滑な通行を
確保します。
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一般国道３６９号　香酔峠工区　道路改良工事（法面工事）

主要地方道吉野東吉野線　道路改良工事（舗装工事）

青蓮寺川　護岸工事

一般国道166号　中島橋　補修・補強工事

主要地方道榛原菟田野御杖線　歩道整備工事

主要地方道吉野東吉野線　法面工事
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施工：鳳隆建設株式会社
　　　　　 代表取締役　佐々岡　均

施工：株式会社 栃窪建材技研
　　　　　 代表取締役　栃窪　照雅

施工：株式会社 米 原 組
　　　　　 代表取締役　米原　國利

施工：株式会社 岡田工務店
　　　　　代表取締役　岡田　満

施工：鳳隆建設株式会社
　　　　　 代表取締役　佐々岡　均

施工：株式会社 ハクリュウ
　　　　　 代表取締役　笹尾　和志

宇陀市大宇陀五津25－1
　TEL 0745－83－1364

宇陀市大宇陀大熊564
　TEL 0745－83－2018

宇陀郡曽爾村山粕81－1
　TEL 0745－96－2109

宇陀市大宇陀白鳥居44
　TEL 0745－83－1573

宇陀市大宇陀五津25－1
　TEL 0745－83－1364

宇陀市室生大野1476-8
　TEL 0745－92－2328

　平素より宇陀土木事務所が実施する事業に、ご理解とご協力を
賜り、厚くお礼申し上げます。
　2021年も、新型コロナウイルス感染症により、生活や経済活
動に大きな影響が生じておりますが、そうした中、県民の皆様の
ご協力をいただきながら、当事務所では、豊かな自然や寺社など
地域資源が多く存在する管内の特徴を生かした「住み続けられ
る、還りたくなる地域づくり」を目指し、道路改良や河川改良、
土砂災害対策などの防災・減災対策の推進に取り組んでまいり
ました。

　おかげさまを持ちまして、道路改良では、昨年7月に、主要地方道吉野東吉野線（東
吉野村小川）、11月には一般県道大又小川線（東吉野村三尾）の完成供用、主要地方道
吉野室生寺針線（宇陀市室生田口元上田口）の一部供用も行ったところであります。また、
一般国道369号香酔峠（宇陀市榛原赤瀬）では、完成間近となっており、引き続き、早
期の供用ができるよう取り組んでまいります。
　その他にも、一級河川町並川における河川改良事業をはじめ、砂防・地すべり事業、
舗装補修、歩道整備、災害防除、橋梁補修など宇陀土木事務所管内において、さまざま
な取り組みを実施しております。
　今後も管内の市村と一層の連携を図り、職員が一丸となって地域の発展に向けて取り
組んでまいりますので、引き続き地域のみなさまのご理解とご協力を賜りますようよろ
しくお願い申し上げます。

宇陀土木事務所
〒633-2221　宇陀市菟田野松井486-1
TEL0745-84-9510　FAX0745-84-2154

〈主要事業〉
■ 一般国道369号香酔峠工区道路改良工事（法面工事）
■主要地方道榛原菟田野御杖線歩道整備工事
■青蓮寺川護岸工事
■室生地区地すべり対策工事
■ 一般県道宇太三茶屋線道路改良工事（橋梁下部及び擁壁
工事）

■主要地方道吉野東吉野線道路改良工事（舗装工事）
■町並川地下バイパス河川工事（推進工事）
■麦谷川付替道路工事（軽量盛土工事）
■町並川河川バイパス工事（流入仮設立坑設置工事）
■主要地方道吉野東吉野線法面工事
■一般国道166号中島橋補修・補強工事

県宇陀土木事務所
所長 小松　順

「住み続けたくなる、還りたく「住み続けたくなる、還りたくなる地域づくり」を目指してなる地域づくり」を目指して 令和３年度

事業特集

令
和
令
和
33
年年
77
月
完
成
、工
区
全
体
供
用
開
始

月
完
成
、工
区
全
体
供
用
開
始
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日鉄神鋼建材㈱

人と社会と環境に貢献します
金属リサイクル 産業廃棄物中間処理

株式会社
橿 原 市 西 新 堂 町 ２ ０ － １
ＴＥＬ０７４４－２２－２６７３　ＦＡＸ０７４４－２２－３４４０
磯 城 郡 田 原 本 町 味 間 ３ １ ７ － １
ＴＥＬ０７４４－３４－１１１３　ＦＡＸ０７４４－３４－１１１４
磯 城 郡 田 原 本 町 多 ２ ６ ９ － １

本 　 　 　 社

田 原 本 支 店

田原本プレス・シュレッダー工場
U R L : h t t p : / / w w w . t u r u t a s y o t e n . c o m

／

／

／

持ち込み歓迎   引取りの対応も致します持ち込み歓迎   引取りの対応も致します

ISO14001
認証取得

MSA-ES-1366CM024

■

■

■

【取扱品目】鉄、非鉄金属、雑品類 【取扱品目】廃プラ、木くず、ガラスくずなど

至奈良至奈良 至
名
古
屋

至
名
古
屋

至
大
阪

至
大
阪

西名阪自動車道西名阪自動車道

郡山ＩＣ郡山ＩＣ

田原本
支　店
田原本
支　店

本社本社

京
奈
和
自
動
車
道

京
奈
和
自
動
車
道

至和歌山至和歌山

田 原 本
プレス・
シュレッ
ダー工場

田 原 本
プレス・
シュレッ
ダー工場

凡 例  

金
額 （
落
札
金
額
）

 

予 

（
予
定
価
格
）

 

低 

（
最
低
制
限
価
格
）

 

設 

（
設
計
金
額
）

 

比 

（
入
札
比
較
価
格
）  

調 

（
調
査
基
準
価
格
）

 

低
基 （
最
低
制
限
基
準
価
格
）

 

低
調 （
低
入
札
調
査
基
準
価
格
）

 

低
モ （
最
低
制
限
モ
デ
ル
型
算
出
価
格
）

 

調
モ （
調
査
基
準
モ
デ
ル
型
算
出
価
格
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（https://shinpou-nara.com

）

か
ら
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
員
登
録
で
。

ま
た
は
、電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、メ
ー
ル
で
。

■
購
読
の
お
申
込
み
は

①落札者②落札金額③指名ま
たは参加業者④概要・工期等（ ）

奈
良
市

　
　
（
２
月
２２
日
・
一
般

競
争
入
札
）

　

▼
あ
や
め
池
小
学
校
校

舎
ト
イ
レ
改
修
工
事
（
あ

や
め
池
南
九
丁
目
９
３
９

番
地
の
３９
）
＝
①
山
中
産

業
②
２
３
８
９
万
円
（
予

２
９
９
５
万
円
）
③
山
崎

組
、ノ
ー
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
、

栄
林
建
設
、西
岡
工
務
店
、

岩
本
建
設
、
関
西
設
備
、

シ
マ
ダ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
、
井
上
建
設
、
栄
工
務

店
、
た
け
な
わ
、
堀
川
工

務
店
、
國
岡
工
務
店
、
水

野
工
務
店
、
フ
ジ
ト
ミ
建

設
、
奥
田
石
材
工
業
、
Ａ

Ｃ
Ｅ
、
清
峰
工
業
、
山
本

豊
建
設
、
若
葉
建
設
、
鳥

井
建
設
、
左
野
工
業
、
近

畿
興
産
、
ナ
ッ
ク
建
設
、

青
山
工
務
店
、中
西
組（
辞

退
）、
常
建
設
（
辞
退
）。

　
　
（
２
月
２４
日
・
一
般

競
争
入
札
）

　

▼
富
雄
北
小
学
校
校
舎

ト
イ
レ
改
修
工
事
（
富
雄

北
一
丁
目
１３
番
６
号
）
＝

①
鳥
井
建
設
②
１
９
８
０

万
円（
予
２
２
１
３
万
円
）

③
近
畿
興
産
、左
野
工
業
、

青
山
工
務
店
、
ナ
ッ
ク
建

設
、
奥
田
石
材
工
業
、
山

崎
組
、
ノ
ー
ス
フ
ィ
ー
ル

ド
、
山
中
産
業
、
栄
林
建

設
、
西
岡
工
務
店
、
岩
本

建
設
、
関
西
設
備
、
井
上

建
設
、
栄
工
務
店
、
水
野

工
務
店
、
シ
マ
ダ
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
、
フ
ジ
ト
ミ

建
設
、
堀
川
工
務
店
、
山

本
豊
建
設
、
た
け
な
わ
、

國
岡
工
務
店
、
Ａ
Ｃ
Ｅ
、

清
峰
工
業
、若
葉
建
設（
失

格
）、
中
西
組
（
辞
退
）、

常
建
設
（
辞
退
）。

五
條
市
水
道
局

　
　
（
２
月
２１
日
・
指
名

競
争
入
札
）

　

▼
上
水
道
配
水
管
布
設

替
工
事
（
野
原
西
４
丁
目

︿
う
え
だ
寿
司
北
側
﹀）
＝

①
博
進
開
発
興
業
②
３
３

０
万
円（
予
３
７
８
万
円
）。

下
市
町

　
　
（
２
月
１５
日
・
一
般

競
争
入
札
）

　

▼
下
市
町
在
宅
複
合
型

施
設
春
峯
荘
解
体
工
事
令

和
３
年
度
健
福（
工
）第
３

号
（
大
字
阿
知
賀
６
１
９

番
地
の
４
）＝
入
札
中
止
。

県
高
田
土
木
事

務
所

　
　
（
２
月
１０
日
・
指
名

競
争
入
札
、
２
月
１６
日
契

約
）

　

▼
葛
城
川
堆
積
土
砂
撤

去
工
事
（
河
川
維
持
修
繕

事
業
）
第
Ｔ
―
５
―
１
―

５
号
（
御
所
市
三
室
～
蛇

穴
）
＝
①
德
永
重
機
建
設

②
３
８
６
万
８
０
０
０
円

（
比
４
３
４
万
円
）。

県
吉
野
土
木
事

務
所

　
　
（
２
月
１４
日
・
一
般

競
争
入
札
、
２
月
１８
日
契

約
）

　

▼
一
般
国
道
１
６
９
号

白
川
橋
他
橋
梁
補
修
工
事

（
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事

業
（
国
道
橋
り
ょ
う
補

修
））
３
―
Ａ
―
６
―
５

―
１
号（
上
北
山
村
白
川
・

下
北
山
村
前
鬼
・
上
池
原
）

＝
①
岡
田
工
務
店
（
評
価

値
１５
・
４
７
０
）
②
７
２

７
２
万
円
（
比
７
６
９
７

万
１
０
０
０
円
）
③
オ
ー

テ
ッ
ク
（
辞
退
）、
吉
村

建
設
（
辞
退
）、
上
香
建

設
（
辞
退
）、上
村
組
（
辞

退
）、ダ
イ
コ
ー
建
設
（
辞

退
）、上
田
工
務
店（
辞
退
）

④
白
川
橋
工
事
延
長
８２
㍍

（
吊
材
補
修
工
６０
ヵ
所
）、

前
鬼
橋
工
事
延
長
１
３
０

㍍（
亀
裂
補
修
工
２１
ヵ
所
、

橋
座
打
替
工
２
ヵ
所
）、

鳥
渡
谷
橋
工
事
延
長
２
㍍

（
現
場
溶
接
工
１
㍍
）。
設

計
は
長
大
、
シ
ー
ド
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
が
担
当
。
工

期
１２
月
２２
日
。

　
　
（
２
月
１４
日
・
一
般

競
争
入
札
、
２
月
２２
日
契

約
）

　

▼
一
般
国
道
４
２
５
号

白
谷
ト
ン
ネ
ル
補
修
工
事

（
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事

業
（
国
道
ト
ン
ネ
ル
補

修
））
４
―
Ａ
―
６
―
５

―
１
号
（
下
北
山
村
浦
向

～
十
津
川
村
大
野
）
＝
①

岡
下
組
（
評
価
値
１３
・
３

８
１
）
②
８
０
７
１
万
円

（
比
９
０
８
２
万
９
０
０

０
円
）
③
北
山
工
業
、
福

嶋
組
、
田
原
建
設
、
ハ
ク

リ
ュ
ウ
（
辞
退
）、
森
下

組（
辞
退
）、キ
タ
ム
ラ（
辞

退
）、平
井
建
設（
辞
退
）、

上
香
建
設
（
辞
退
）、
上

村
組（
辞
退
）、北
田
組（
辞

退
）、
関
跌
（
辞
退
）、
大

和
建
設
（
辞
退
）、
上
田

工
務
店
（
辞
退
）
④
工
事

延
長
９
５
５
㍍
、
成
型
版

接
着
工
２
７
５
平
方
㍍
、

裏
込
め
注
入
工
１
２
０
立

方
㍍
。
設
計
は
サ
ン
コ
ー

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
担

当
。
工
期
８
月
３１
日
。

桜
井
市

　
　
（
２
月
３
日
・
指
名

競
争
入
札
）

　

▼
令
３
―
そ
の
５
工
区

に
伴
う
配
水
管
仮
設
工
事

（
令
03
―
25
）（
初
瀬
）
＝

①
宮
原
水
道
工
業
所
②
１

７
８
万
円
。

調査・測量・設計
建設コンサルタント
調査・測量・設計
建設コンサルタント

①落札者②落札金額③指名ま
たは参加業者④履行期限等（ ）

県
高
田
土
木
事

務
所

　
　
（
２
月
１７
日
・
指
名

競
争
入
札
、
２
月
１８
日
契

約
）

　

▼
甘
田
川
事
業
損
失
補

償
調
査
業
務
委
託
（
受
託

単
独
河
川
改
良
事
業
）
第

Ｔ
Ｊ
―
２
―
委
３
号
（
大

和
高
田
市
東
中
）
＝
①
産

業
工
学
研
究
所
②
４
９
０

万
円
（
比
５
３
０
万
円
）

③
中
央
ク
リ
エ
イ
ト
、
大

阪
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、

福
田
総
合
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
、平
和
Ｉ
Ｔ
Ｃ
、四
門
、

フ
ァ
ノ
バ
、Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
、

技
研
、
三
和
綜
合
コ
ン
サ

ル
④
３
月
３１
日
。

近
畿
地
方
整
備

局
紀
伊
山
系
砂

防
事
務
所

　
　
（
１
月
３１
日
・
一
般

競
争
入
札
）

　

▼
紀
伊
山
系
砂
防
管
内

用
地
補
償
総
合
技
術
業
務

（
十
津
川
村
大
字
内
原︿
栗

平
川
地
区
﹀）＝
①
西
播
設

計
②
８
７
５
万
円
（
予
１

１
１
４
万
円
）
③
中
央
ク

リ
エ
イ
ト
、
国
土
開
発
セ

ン
タ
ー
、
間
瀬
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
④
概
況
ヒ
ア
リ
ン

グ
等
、現
地
踏
査
等
、関
係

権
利
者
の
特
定
、
補
償
額

算
定
書
の
照
合
、
補
償
金

明
細
表
の
作
成
、
公
共
用

地
交
渉
方
針
の
策
定
及
び

公
共
用
地
交
渉
用
資
料
の

作
成
、
権
利
者
に
対
す
る

公
共
用
地
交
渉
、
公
共
用

地
交
渉
後
の
措
置
、
移
転

履
行
状
況
等
の
確
認
後
の

措
置
、そ
の
他
の
業
務（
移

転
に
伴
う
法
令
上
の
制
限

の
有
無
及
び
そ
の
内
容
に

つ
い
て
、
権
利
者
か
ら
の

情
報
提
供
の
求
め
に
対
す

る
関
係
機
関
へ
の
確
認
及

び
そ
の
情
報
提
供
等
）、

権
利
者
数
は
３０
名
を
予

定
。委
託
期
間
１０
月
３１
日
。

公告・公示情報
（工 事）

公告・公示情報
（工 事）

①申込期間等②開札日
③資格④概要⑤その他（ ）

県
建
設
業
・
契
約
管

理
課
（
施
工
体
制
確

認
型
一
般
競
争
入
札

〈
電
子
入
札
〉
２
月

22
日
公
告
）

　

▽
南
部
農
林
振
興
事
務

所
農
村
地
域
振
興
課
除
却

工
事
第
３
―
36
号
（
下
市

町
新
住
）
＝
①
入
札
書
及

び
入
札
金
額
の
内
訳
書
の

提
出
３
月
１５
日
ま
で
②
３

月
１６
日
③
解
体
工
事
業
の

一
般
建
設
業
許
可
ま
た
は

特
定
建
設
業
許
可
。
そ
の

他
（
解
体
、
撤
去
工
事
）

の
登
録
。
建
設
業
法
に
基

づ
く
「
解
体
工
事
業
」
の

許
可
を
受
け
て
い
る
本
店

が
県
内
に
あ
り
、
県
建
設

工
事
等
競
争
入
札
参
加
資

格
を
有
す
る
こ
と
。
解
体

工
事
の
総
合
評
定
値
が
７

０
０
点
以
上
で
あ
る
こ
と

―
な
ど
④
入
札
公
告
参
照

⑤
予
１
６
５
５
万
５
０
０

０
円
込
、
低
１
４
７
１
万

２
５
０
０
円
込
。

大
和
郡
山
市
（
条
件

付
一
般
競
争
入
札

〈
電
子
入
札
〉
２
月

22
日
公
告
）

　

▽
城
廻
り
線
改
良
工
事

に
伴
う
送
配
水
管
布
設
替

工
事
（
第
１
工
区
）（
植
槻

町
他
）
＝
①
申
請
書
及
び

資
料
等
の
提
出
３
月
４
日

ま
で
（
入
札
書
及
び
工
事

内
訳
書
の
提
出
期
限
３
月

１５
日
）
②
３
月
１６
日
③
特

定
建
設
業
・
水
道
施
設（
１

年
以
上
、
継
続
し
て
登

録
）。
水
道
施
設
の
総
合

評
定
値
が
８
５
０
点
以

上
。
市
内
に
本
店
ま
た
は

営
業
所
を
有
す
る
こ
と
―

な
ど
④
工
事
延
長
８
９

３
・
５
㍍
、
仮
設
工
事
１

式
、
Ｇ
Ｘ
―
Ｄ
Ｉ
Ｐ
管
布

設
（
φ
３
５
０
㍉
Ｌ
３
１

７
・
９
㍍
、
φ
３
０
０
㍉

Ｌ
３
０
１
㍍
）、
Ｄ
Ｉ
Ｐ

―
Ｋ
形
管
布
設
φ
３
５
０

㍉
Ｌ
１
１
２
・
９
㍍
、
Ｐ

Ｅ
管
布
設
（
φ
１
０
０
㍉

Ｌ
１
１
２
・
２
㍍
、
φ
７５

㍉
Ｌ
４９
・
５
㍍
）、
ド
レ

ン
管
設
置
２
ヵ
所
、
引
込

管
布
設
１
式
、
不
断
水
工

法
１
ヵ
所
。
工
期
９
月
２９

日
⑤
予
８
９
９
７
万
８
９

０
０
円
込
、
低
８
０
５
１

万
５
６
０
０
円
込
。

公告・公示情報
（業務等）

公告・公示情報
（業務等）
①申込期間等②開札日
③資格④概要⑤その他（ ）

県
建
設
業
・
契
約
管

理
課
（
施
工
体
制
確

認
型
一
般
競
争
入
札

〈
電
子
入
札
〉
２
月

22
日
公
告
）

　

▽
南
部
農
林
振
興
事
務

所
農
村
地
域
振
興
課
除
却

工
事
監
理
業
務
委
（
監
）

第
３
―
31
号
（
下
市
町
新

住
）
＝
①
入
札
書
の
提
出

３
月
１５
日
ま
で
②
３
月
１６

日
③
建
築
士
法
の
規
定
に

よ
る
一
級
建
築
士
事
務
所

の
登
録
を
行
っ
て
い
る
こ

と
。
県
建
設
工
事
等
競
争

入
札
参
加
資
格
の
う
ち
建

築
設
計
業
務
に
登
録
し
て

い
る
こ
と
。
ま
た
、
第
三

者
監
理
と
す
る
た
め
当
該

工
事
の
設
計
業
務
を
受
注

し
た
者
で
な
い
こ
と
。
県

内
に
本
店
を
有
し
て
い
る

こ
と
―
な
ど
④
南
部
農
林

振
興
事
務
所
農
村
地
域
振

興
課
除
却
工
事
（
事
務
所

棟
Ｌ
Ｓ
造
平
屋
建
延
べ
面

積
１
６
５
平
方
㍍
、
会
議

室
棟
Ｌ
Ｓ
造
平
屋
建
延
べ

面
積
４９
平
方
㍍
、
倉
庫
棟

Ｓ
造
平
屋
建
延
べ
面
積
５２

平
方
㍍
、
車
庫
棟
Ｓ
造
平

屋
建
延
べ
面
積
３８
平
方

㍍
、
工
作
物
等
︿
門
扉
・

塀
等
﹀）
に
係
る
監
理
業

務
。
委
託
期
間
１０
月
３
日

⑤
予
３
２
０
万
１
０
０
０

円
込
、
低
２
６
１
万
８
０

０
０
円
込
。

県
流
域
下
水
道
セ
ン

タ
ー
（
施
工
体
制
確

認
型
一
般
競
争
入
札

〈
電
子
入
札
〉
２
月

22
日
公
告
）

　

▽
第
二
浄
化
セ
ン
タ
ー

照
明
設
備
更
新
詳
細
設
計

委
託
（
防
災
・
安
全
交
付

金
事
業
）
Ｒ
３
第
二
委
第

９
号
（
広
陵
町
萱
野
他
）

＝
①
入
札
書
の
提
出
３
月

８
日
ま
で
②
３
月
９
日
③
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奈良市法華寺町 1 4 3 0（ 一条高北）
PHONE(0742)�2564 ＦＡＸ(0742)�1521

奈良県知事許可（般－30）第１５６２８号

・左官工事   ・ブロック工事   ・外構工事   ・各リフォーム工事

左官工事一式

県
建
設
工
事
等
競
争
入
札

参
加
資
格
の
う
ち
建
築
設

計
業
務
ま
た
は
そ
の
他
部

門
の
建
築
設
備
設
計
業
務

に
登
録
し
て
い
る
こ
と
。

県
内
に
本
店
を
有
し
て
い

る
こ
と
―
な
ど
④
管
理
棟

等
の
照
明
設
備
更
新
詳
細

設
計
１
式
。
委
託
期
間
１０

月
１４
日
⑤
予
５
５
７
万
７

０
０
０
円
込
、
低
４
５
５

万
４
０
０
０
円
込
。

県
奈
良
土
木
事
務
所

（
施
工
体
制
確
認
型

一
般
競
争
入
札
〈
電

子
入
札
〉
２
月
21
日

公
告
）

　

▽
一
般
国
道
１
６
９
号

他
現
場
技
術
業
務
委
託

（
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事

業
（
国
道
大
型
構
造
物
補

修
）
他
）
第
５
―
Ａ
―
１

―
委
―
１
他
号
（
奈
良
市

南
紀
寺
町
︿
奈
良
土
木
事

務
所
﹀）
＝
①
入
札
書
の

提
出
３
月
２５
日
ま
で
②
３

月
２８
日
③
県
建
設
工
事
等

競
争
入
札
参
加
資
格
の
う

ち
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
「
鋼
構
造
及
び
コ
ン
ク

リ
ー
ト
」
部
門
の
資
格
を

有
す
る
こ
と
。
県
内
に
本

店
ま
た
は
営
業
所
（
県
に

対
す
る
競
争
入
札
参
加
資

格
を
有
す
る
も
の
に
限

る
）
を
有
す
る
こ
と
―
な

ど
④
土
木
技
術
業
務
1

式
。
委
託
期
間
５
年
３
月

３１
日
⑤
予
２
０
１
４
万
１

０
０
０
円
込
、
低
１
６
３

０
万
２
０
０
０
円
込
。

　

▽
一
級
河
川
大
和
川
他

現
場
技
術
業
務
委
託
（
緊

急
浚
渫
推
進
事
業（
臨
時
・

特
別
））
第
Ｎ
―
５
０
４

―
委
―
１
他
号
（
前
同
）

＝
①
前
同
②
前
同
③
県
建

設
工
事
等
競
争
入
札
参
加

資
格
の
う
ち
、
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
「
河
川
、
砂

防
及
び
海
岸
・
海
洋
」
部

門
の
資
格
を
有
す
る
こ

と
。
県
内
に
本
店
ま
た
は

営
業
所
（
県
に
対
す
る
競

争
入
札
参
加
資
格
を
有
す

る
も
の
に
限
る
）
を
有
す

る
こ
と
―
な
ど
④
前
同
⑤

予
２
０
１
４
万
１
０
０
０

円
込
、
低
１
６
３
０
万
２

０
０
０
円
込
。

　

▽
一
級
河
川
富
雄
川
他

現
場
技
術
業
務
委
託
（
緊

急
浚
渫
推
進
事
業（
臨
時
・

特
別
）
他
）
第
Ｎ
―
５
０

６
―
委
―
１
他
号（
前
同
）

＝
①
前
同
②
前
同
③
前
同

④
前
同
⑤
予
２
０
１
４
万

１
０
０
０
円
込
、
低
１
６

３
０
万
２
０
０
０
円
込
。

　

▽
一
級
河
川
布
目
川
他

現
場
技
術
業
務
委
託
（
緊

急
浚
渫
推
進
事
業（
臨
時
・

特
別
））
第
Ｎ
―
５
０
８

―
委
―
１
他
号
（
前
同
）

＝
①
前
同
②
前
同
③
前
同

④
前
同
⑤
予
２
０
１
４
万

１
０
０
０
円
込
、
低
１
６

３
０
万
２
０
０
０
円
込
。

　

▽
一
般
県
道
笠
天
理
線

下
仁
興
工
区
現
場
技
術
業

務
委
託
（
社
会
資
本
整
備

総
合
交
付
金
事
業
（
道
路

改
良
）（
国
補
正
）他
）第
繰

１
―
１
―
Ａ
３
―
補
―
委

―
１
他
号（
前
同
）＝
①
前

同
②
前
同
③
県
建
設
工
事

等
競
争
入
札
参
加
資
格
の

う
ち
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト「
道
路
」部
門
の
資
格

を
有
す
る
こ
と
。
県
内
に

本
店
ま
た
は
営
業
所
（
県

に
対
す
る
競
争
入
札
参
加

資
格
を
有
す
る
も
の
に
限

る
）
を
有
す
る
こ
と
―
な

ど
④
前
同
⑤
予
２
０
１
４

万
１
０
０
０
円
込
、
低
１

６
３
０
万
２
０
０
０
円
込
。

　

▽
天
理
ダ
ム
他
現
場
技

術
業
務
委
託
（
補
助
ダ
ム

堰
堤
改
良
事
業
（
加
速
化

対
策
分
）（
国
補
正
）
他
）

第
繰
補
１
―
１
―
委
―
１

他
号
（
天
理
市
長
滝
町
他

︿
天
理
ダ
ム
管
理
セ
ン
タ

ー
他
﹀）
＝
①
前
同
②
前

同
③
県
建
設
工
事
等
競
争

入
札
参
加
資
格
の
う
ち
、

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

「
電
気
電
子
」
部
門
ま
た

は
「
河
川
、
砂
防
及
び
海

岸
・
海
洋
」
部
門
の
資
格

を
有
す
る
こ
と
。
県
内
に

本
店
ま
た
は
営
業
所
（
県

に
対
す
る
競
争
入
札
参
加

資
格
を
有
す
る
も
の
に
限

る
）
を
有
す
る
こ
と
―
な

ど
④
前
同
⑤
予
２
０
０
０

万
９
０
０
０
円
込
、
低
１

６
１
９
万
２
０
０
０
円
込
。

　

▽
白
川
ダ
ム
他
現
場
技

術
業
務
委
託
（
補
助
ダ
ム

堰
堤
改
良
事
業
）
第
２
―

委
―
１
号
（
天
理
市
和
爾

町
他
︿
白
川
ダ
ム
管
理
セ

ン
タ
ー
他
﹀）
＝
①
前
同

②
前
同
③
前
同
④
前
同
⑤

予
２
０
０
０
万
９
０
０
０

円
込
、
低
１
６
１
９
万
２

０
０
０
円
込
。

　

▽
白
川
ダ
ム
他
現
場
技

術
業
務
委
託
（
補
助
ダ
ム

堰
堤
改
良
事
業
（
加
速
化

対
策
分
）（
国
補
正
）
他
）

第
繰
補
２
―
１
―
委
―
１

他
号
（
前
同
）
＝
①
前
同

②
前
同
③
前
同
④
前
同
⑤

予
２
０
０
０
万
９
０
０
０

円
込
、
低
１
６
１
９
万
２

０
０
０
円
込
。

奈
良
労
働
局
（
一
般

競
争
入
札
〈
最
低
価

格
落
札
方
式
〉〈
郵
便

入
札
〉
２
月
18
日
公

告
）

　

▽
令
和
４
年
度
奈
良
労

働
局
一
体
的
実
施
事
業
に

お
け
る
委
託
事
業
（
支
出

負
担
行
為
担
当
官
が
別
途

指
定
す
る
場
所
）
＝
①
競

争
参
加
資
格
確
認
関
係
書

類
等
の
提
出
期
限
３
月
１５

日
正
午
（
入
札
書
の
提
出

期
限
３
月
１６
日
１４
時
）
②

３
月
１６
日
③
厚
生
労
働
省

競
争
参
加
資
格
（
全
省
庁

統
一
資
格
）
に
お
い
て
、

厚
生
労
働
省
大
臣
官
房
会

計
課
長
か
ら
役
務
の
提
供

等
に
お
い
て
、
Ｂ
、
Ｃ
ま

た
は
Ｄ
等
級
に
格
付
け
さ

れ
、
近
畿
地
域
の
競
争
参

加
資
格
を
有
す
る
者
―
な

ど
④
仕
様
書
の
と
お
り
。

委
託
期
間
４
月
１
日
（
予

定
）
～
５
年
３
月
３１
日
。

近
畿
地
方
整
備
局
国

営
飛
鳥
歴
史
公
園
事

務
所
（
一
般
競
争
入

札
〈
電
子
入
札
〉
２

月
22
日
公
告
）

　

▽
平
城
宮
跡
歴
史
公
園

建
築
保
全
点
検
等
業
務

（
奈
良
市
二
条
大
路
南
３

丁
目
５
―
１
他
︿
国
営
平

城
宮
跡
歴
史
公
園
内
﹀）

＝
①
申
請
書
等
の
提
出
期

限
３
月
１０
日
正
午
（
入
札

書
の
提
出
期
限
４
月
１
日

正
午
）
②
４
月
５
日
③
令

和
４
・
５
・
６
年
度
国
土

交
通
省
競
争
参
加
資
格

（
全
省
庁
統
一
資
格
）
の

役
務
の
提
供
等
の
Ａ
、Ｂ
、

Ｃ
ま
た
は
Ｄ
等
級
に
格
付

け
さ
れ
た
近
畿
地
域
の
競

争
参
加
資
格
を
有
す
る

者
。
平
成
２４
年
度
以
降
に

お
い
て
、
建
築
物
の
機
械

設
備
の
保
守
点
検
業
務

（
作
業
）
に
つ
い
て
の
元

請
け
と
し
て
の
履
行
実
績

が
あ
り
、
実
績
が
確
認
出

来
る
資
料
を
提
出
し
た

者
、
配
置
予
定
業
務
管
理

責
任
者
は
業
務
管
理
責
任

者
と
し
て
の
従
事
実
績
を

有
す
る
者
―
な
ど
④
各
建

築
物
の
建
築
保
全
点
検
業

務
等
。
委
託
期
間
５
年
３

月
３１
日
。

西
日
本
高
速
道
路
関

西
支
社
奈
良
工
事
事

務
所
（
簡
易
公
募
型

指
名
競
争
入
札
〈
電

子
入
札
〉
２
月
22
日

公
告
）

　

▽
奈
良
工
事
事
務
所
管

内
物
件
調
査
業
務
（
令
和

４
年
度
）（
大
和
郡
山
市
美

濃
庄
町
～
伊
豆
七
条
町
）

＝
①
参
加
表
明
書
の
提
出

期
限
３
月
４
日
（
入
札
書

の
提
出
期
限
４
月
２２
日
１１

時
）
②
４
月
２５
日
③
西
日

本
高
速
道
路
株
式
会
社
に

お
け
る
調
査
等
競
争
参
加

資
格
（
物
件
等
調
査
）
の

認
定
を
受
け
て
い
る
者
―

な
ど
④
用
地
取
得
等
を
行

う
た
め
の
（
Ｗ
造
・
非
Ｗ

造
）
建
物
、
機
械
設
備
及

び
営
業
等
の
再
算
定
を
行

い
、
補
償
金
額
の
算
定
。

委
託
期
間
１
５
０
日
間
。

近
畿
地
方
環
境
事
務

所
（
一
般
競
争
入
札

〈
電
子
入
札
〉
２
月

22
日
公
告
）

　

▽
令
和
４
年
度
大
台
ヶ

原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
管

理
運
営
及
び
西
大
台
利
用

調
整
地
区
巡
視
業
務
＝
①

業
務
請
負
条
件
に
関
す
る

書
類
の
提
出
３
月
１０
日
ま

で（
様
式
２
等︿
環
境
省
競

争
参
加
資
格
（
全
省
庁
統

一
参
加
資
格
）
審
査
結
果

通
知
書
の
写
し
を
添
付
﹀

の
提
出
期
限
３
月
１５
日
、

入
札
書
の
提
出
期
限
３
月

１７
日
９
時
５９
分
）
②
３
月

１７
日
③
環
境
省
競
争
参
加

資
格（
全
省
庁
統
一
資
格
）

役
務
の
提
供
等
の
そ
の
他

に
お
い
て
、
開
札
時
ま
で

に
Ｂ
、
Ｃ
ま
た
は
Ｄ
級
に

格
付
け
さ
れ
、
近
畿
地
域

の
競
争
参
加
資
格
を
有
す

る
者
―
な
ど
④
入
札
説
明

書
に
よ
る
。
委
託
期
間
４

月
１
日
～
５
年
３
月
１０
日
。

近
畿
農
政
局
南
近
畿

土
地
改
良
調
査
管
理

事
務
所
（
一
般
競
争

入
札
〈
電
子
入
札
〉

２
月
24
日
公
告
）

　

▽
令
和
４
年
度
十
津
川

紀
の
川
直
轄
管
理
事
業
大

迫
ダ
ム
・
津
風
呂
ダ
ム
水

質
分
析
業
務
（
川
上
村
大

字
北
和
田
︿
大
迫
ダ
ム
貯

水
池
﹀、
吉
野
町
大
字
河

原
屋
︿
津
風
呂
ダ
ム
貯
水

池
﹀）
＝
①
証
明
書
及
び

資
料
の
提
出
３
月
１１
日
ま

で
（
入
札
書
の
提
出
期
限

３
月
２４
日
）
②
３
月
２５
日

③
農
林
水
産
省
競
争
参
加

資
格（
全
省
庁
統
一
資
格
）

役
務
の
提
供
等
の
調
査
・

研
究
に
お
い
て
、
Ｃ
ま
た

は
Ｄ
の
等
級
に
格
付
け
さ

れ
た
近
畿
地
域
の
競
争
参

加
有
資
格
を
有
し
て
い
る

も
の
。
計
量
法
第
１
０
７

条
の
規
定
に
基
づ
き
県

内
、
京
都
府
、
大
阪
府
ま

た
は
和
歌
山
県
の
い
ず
れ

か
の
知
事
か
ら
、
環
境
計

量
証
明
事
業
（
濃
度
）
の

登
録
を
受
け
て
い
る
も
の

―
な
ど
④
大
迫
ダ
ム
貯
水

池
及
び
津
風
呂
ダ
ム
貯
水

池
の
水
質
状
況
を
把
握
す

る
た
め
水
質
分
析
を
行

い
、
直
轄
管
理
事
業
の
円

滑
な
水
管
理
に
資
す
る
。

委
託
期
間
４
月
６
日
～
５

年
３
月
２２
日
予
定
。

奈
良
労
働
局
（
一
般

競
争
入
札
〈
電
子
入

札
〉２
月
22
日
公
告
）

　

▽
令
和
４
年
度
労
働
基

準
監
督
署
及
び
公
共
職
業

安
定
所
の
機
械
警
備
業
務

委
託
（
葛
城
・
桜
井
・
大

淀
労
働
基
準
監
督
署
、
大

和
高
田
・
桜
井
・
下
市
・

大
和
郡
山
公
共
職
業
安
定

所
）
＝
①
入
札
書
の
提
出

期
限
３
月
１１
日
１０
時
②
３

月
１１
日
③
一
般
競
争
入
札

参
加
資
格
（
全
省
庁
統
一

資
格
）
に
お
い
て
、
近
畿

地
域
で
役
務
の
提
供
Ａ
、

Ｂ
ま
た
は
Ｃ
等
級
に
格
付

け
さ
れ
て
い
る
者
―
な
ど

④
入
札
説
明
書
に
よ
る
。

委
託
期
間
仕
様
書
に
よ
る
。

県
奈
良
土
木
事

務
所

　
　
（
３
月
１０
日
・
指
名

競
争
入
札︿
電
子
入
札
﹀、

指
名
は
事
後
公
表
）

　

▽
一
般
国
道
３
６
９
号

他
排
水
ポ
ン
プ
保
守
点
検

業
務
（
道
路
施
設
維
持
修

繕
事
業
）
第
１
０
１
―
委

―
２
号
（
奈
良
市
登
大
路

町
他
）。

調査・測量・設計
建設コンサルタント
調査・測量・設計
建設コンサルタント

県
吉
野
土
木
事

務
所

　
　
（
３
月
７
日
・
指
名

競
争
入
札︿
電
子
入
札
﹀、

指
名
は
事
後
公
表
）

　

▽
一
般
国
道
１
６
９
号

舗
装
調
査
及
び
設
計
業
務

委
託
（
防
災
・
安
全
交
付

金
事
業
（
国
道
舗
装
修

繕
））
２
―
Ａ
―
６
―
委

１
号
（
川
上
村
寺
尾
他
）

＝
委
託
期
間
７
月
２９
日
。

　

▽
一
般
県
道
今
木
出
口

線
他
舗
装
調
査
及
び
設
計

業
務
委
託
（
防
災
・
安
全

交
付
金
事
業
（
地
方
道
舗

装
修
繕
））
２
―
Ｂ
―
６

―
委
２
号
（
大
淀
町
比
曽

他
）
＝
委
託
期
間
前
同
。

県
奈
良
土
木
事

務
所

　
　
（
３
月
２８
日
・
指
名

競
争
入
札︿
電
子
入
札
﹀、

指
名
は
事
後
公
表
）

　

▽
鹿
野
園
地
区
現
場
技

術
業
務
委
託
（
防
災
・
安

全
交
付
金
事
業
（
地
す
べ

り
）（
国
補
正
））
第
繰
補

正
12
―
１
―
委
―
１
号

（
奈
良
市
南
紀
寺
町
︿
奈

良
土
木
事
務
所
﹀）。

　

▽
一
級
河
川
秋
篠
川
現

場
技
術
業
務
委
託（
防
災
・

安
全
社
会
資
本
整
備
交
付

金
事
業
（
総
合
治
水
）（
加

速
化
対
策
分
））
第
繰
補

３
―
１
―
委
―
１
号
（
前

同
）。
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種種別別 発発注注機機関関 件件名名 場場所所 開開札札日日 予予定定価価格格 入入札札方方式式 落落札札者者 落落札札金金額額

工事 県中和土木事務所
一般国道１６９号高取バイパス舗装工事（防災・安全（道路改良・都
づくり））４―１０―Ａ３―５号

高取町松山 11月29日 １７４７万９０００円 一般 北林組 １５３２万９０００円

工事 県中和土木事務所 曽我川工事用道路借地復旧工事（大規模特定）７―２―１―３号 広陵町百済 11月29日 １９８６万１０００円 一般 日伸建設 １７５９万８０００円

工事 県南部農林振興事務所 令和３年度復旧治山事業第１号 川上村大字高原 11月29日 ７３８６万４０００円 一般 城内組 ６５８３万１０００円

工事 奈良市 １号炉空気予熱器他補修工事
左京５丁目２番地「奈
良市環境清美工場」

11月30日 ２３１１万円 一般 三機化工建設 ２３００万円

工事 奈良市 灰汚水処理装置点検整備補修
左京５丁目２番地「奈
良市環境清美工場」

11月30日 ２７６１万１０００円 一般 日立造船 ２７２３万円

工事 大和郡山市 水道施設省エネルギー化業務 植槻町 11月30日 １億１５６万３０００円 一般 和光建設 １億１０００万円

工事 桜井市 橋梁補修工事土維第１３号 川合 11月30日 １３１１万２０００円 一般 石橋組 １３０５万円

工事 桜井市 水路改修（市街地浸水対策）工事土水第６号 桜井 11月30日 １７６２万８０００円 一般 中川組 １７６２万円

工事 香芝市 香芝市立小学校体育館トイレ改修工事

五位堂小学校、下田
小学校、二上小学校、
三和小学校、鎌田小
学校

11月30日 ５２０３万７０００円 一般 上村組 ４７６０万円

工事 香芝市 香芝市立小・中学校体育館トイレ改修工事

志都美小学校、関屋
小学校、真美ヶ丘西
小学校、旭ケ丘小学
校、香芝北中学校

11月30日 ４２５５万１０００円 一般 上村組 ４１００万円

工事 県五條土木事務所
神納川堆積土砂撤去工事（防災・安全交付金事業（砂防）（南部・東
部）他）繰７０―２―１他号

十津川村内野他 11月30日 ２５３９万２０００円 一般 岸尾組 ２２３６万７０００円

工事 生駒市 鹿ノ台スポーツ公園防球フェンス等更新工事 鹿ノ台東２丁目 11月30日 １８６６万４０００円 一般 清水建材 １４９３万３０００円

工事 奈良市 １号炉排ガス施設点検整備補修
左京５丁目２番地「奈
良市環境清美工場」

12月1日 ３４６４万１０００円 一般 三機化工建設 ３２９０万円

工事
近畿地方整備局奈良国
道事務所

奈良国道事務所管内区画線他修繕工事
奈良市法蓮町～五條
市釜窪町

12月1日 ２９５６万円 一般
奈良県緑化土木協
同組合

２５９７万円

工事 大和郡山市 公共下水道整備工事小林町（第１工区）その１、その２ 小林町 12月1日 ２８４９万４０００円 一般 田中組 ２８００万円

工事 大和郡山市 電線共同溝工事に伴う配水管布設替工事（第１工区） 小林町 12月1日 ２６１２万円 一般 シンワ商工 ２４８０万円

工事 県吉野土木事務所
一般県道寺前千股線中増～千股工区道路付属施設工事（防災・安
全交付金事業（南部・東部）他）繰６―３―Ａ１７―２他号

大淀町中増～吉野町
千股

12月1日 １４０８万２０００円 一般 誠建設 １２６８万３０００円

工事 県吉野土木事務所
一般県道寺前千股線中増～千股工区道路付属施設工事（防災・安
全交付金事業（南部・東部）他）繰６―３―Ａ１７―３他号

大淀町中増～吉野町
千股

12月1日 １７６０万６０００円 一般 ムカイ建設 １５８１万円

工事 県宇陀土木事務所
布引川砂防施設維持修繕工事（防災・安全交付金事業（総流防・砂
防）（国補正））繰補正５０―２―１号

曽爾村伊賀見 12月1日 １３８９万２０００円 一般 都総業 １２１９万３０００円

工事 奈良女子大学 奈良女子大学（北魚屋）総合研究棟改修（工学系）機械設備工事 奈良市北魚屋西町 12月1日 ２８０２万円 見積
泉陽冷熱（大阪府
堺市）

２７２５万円

工事 御杖村 御杖村老人福祉センター１階トイレ他改修工事 菅野１５８１番地 12月2日 １０００万円 一般 松塚建設 １０００万円

工事 奈良市企業局 人孔鉄蓋布設替工事工―５―１，工―６―３号 朝日町１丁目他 12月2日 ２０１０万１０００円 一般 三岡商事 １４８７万８０００円

工事 奈良市企業局 人孔鉄蓋布設替工事工―５―２，工―６―４号 朝日町２丁目他 12月2日 ３２６６万９０００円 一般 豊和建設 ２４４４万７０００円

工事 奈良市企業局 口径２００～７５粍配水支管改良工事３―１―４号
登美ヶ丘３丁目～中
登美ヶ丘１丁目

12月2日 ６１６０万円 一般 竹田水道工業 ４８００万円

工事 県中和土木事務所
橿原高取線舗装補修工事（防災・安全（地方道舗装修繕・国補正））
繰補２―Ｂ―４―３号

高取町車木～兵庫 12月2日 １５７８万６０００円 一般 三建工業 １３７６万９０００円

工事 県吉野土木事務所
町道広橋～稲貝線支線１あらしが橋橋梁補修工事（公共土木市町
村支援事業）６１８―１号

下市町広橋 12月2日 ４４６８万９０００円 一般 藤裏工務店 ３８９３万５０００円

工事 県吉野土木事務所
坪内地区地すべり対策工事（横ボーリング工事）（大規模特定砂防
等事業（地すべり））６９―１―２号

天川村坪内 12月2日 ６８８２万１０００円 一般 オーテック ６１２８万６０００円

工事 広陵町 真美ヶ丘テニスコート砂入り人工芝額縁改修工事第５１号 馬見中３丁目 12月3日 １６１１万９０００円 指名 野村建設 １４１７万７０００円

工事 広陵町 令和３年度広陵町橋梁補修工事第５３号 大字古寺ほか 12月3日 １３９３万４０００円 指名 野村建設 １２０８万８０００円

工事 奈良市 庁舎中央棟地下１階トイレ整備工事
二条大路南１丁目１
番１号

12月6日 １６１４万円 一般 共栄住設 １２８１万５０００円

工事 奈良市 奈良市写真美術館池防水改修工事 高畑町６００番地の１ 12月6日 ２６３６万円 一般 広成 ２１４６万５０００円

工事 県奈良公園事務所
奈良公園知事公舎前美装化舗装工事（奈良公園移動円滑化支援
事業（都づくり）他）８２８―１他号

奈良市登大路町他 12月6日 １８１８万１０００円 一般 中西建設 １５８７万２０００円

工事 県吉野土木事務所
仲居Ｄ谷砂防堰堤補修工事（緊急自然災害防止事業（砂防））６０１
―２―３号

川上村東川 12月6日 １８７５万８０００円 一般 ヤマト １６４５万３０００円

工事 香芝市 市道８―２９０号線歩道バリアフリー整備工事農土―０７５号 真美ヶ丘２丁目 12月7日 １７８１万６０００円 一般 野崎建設 １５５５万８０００円

工事 香芝市 旭ケ丘近隣公園園路広場更新工事農土―０９３号 旭ケ丘２丁目 12月7日 １３０３万１０００円 一般 柳原組 １１３９万７０００円

工事 県広域水道センター 斑鳩線送水管工事河合第２ブランチ舗装本復旧 河合町川合～西穴闇 12月7日 ２２２１万７０００円 一般 上村組 １９５１万６０００円

工事 県五條土木事務所
平原五條線小島工区擁壁工事（防災・安全交付金事業（南部・東
部））７―３―Ａ７―２号

五條市小島町 12月7日 ５７２５万３０００円 一般 福嶋組 ５０７８万５０００円

工事 県南部農林振興事務所 令和３年度復旧治山事業第３号 五條市大塔町篠原 12月7日 ６９２７万４０００円 一般 丸谷建設 ６１６１万２０００円

工事 県南部農林振興事務所 令和３年度復旧治山事業第５号
十津川村大字今西山
坂谷

12月7日 ６３１７万９０００円 一般 西建設 ５６０４万５０００円

工事
西日本高速道路関西支
社奈良工事事務所

西名阪自動車道下ツ道工事
大和郡山市馬司町～
横田町

12月7日 ２億２７２５万円 一般 山上組 ２億２６００万円

工事 県中和土木事務所 飛鳥川護岸工事（緊自災（臨時・特別）他）Ｃ―４１５―１他号 三宅町伴堂 12月8日 ２４７２万８０００円 一般 米川組 ２１８１万８０００円

工事 県五條土木事務所
一般国道１６８号山崎トンネル照明工事（道路メンテナンス事業（国
道トンネル補修））４―Ａ―７―２―８号

十津川村山崎 12月8日 ４８０４万６０００円 一般 松田電気工業 ４２４３万１０００円

工事 県五條土木事務所
一般国道１６８号猿谷トンネル照明工事（道路メンテナンス事業（国
道トンネル補修））４―Ａ―７―２―７号

五條市大塔町辻堂 12月8日 ４３３０万 一般 松田電気工業 ３８１６万９０００円

工事 県宇陀土木事務所
一般国道３６９号他ブロック積工事（緊急自然災害防止事業（法面）
他）第５４０―１―１他号

宇陀市榛原赤瀬他 12月8日 １９１０万９０００円 一般 栃窪建材技研 １６７７万９０００円

工事 県宇陀土木事務所
一般国道１６５号他法面工事（緊急自然災害防止事業（法面）他）第
５４０―１―２他号

宇陀市室生大野 12月8日 ２２４４万１０００円 一般 栃窪建材技研 １９７３万１０００円

工事 桜井市 外鎌山配水池側壁補修工事水施工第１号 慈恩寺 12月9日 ２５０７万２０００円 一般 植木組 ２２１８万１０００円

工事 県建設業・契約管理課
主要地方道大和高田斑鳩線いかるがホール前歩道橋補修工事
（道路メンテナンス事業（地方道大型構造物補修））第５―Ｂ―２―２
号

斑鳩町興留 12月9日 １億３８６９万６０００円 一般 福嶋組 １億２３９３万３０００円

【続く】

　　　令和３年度下半期　工事結果　（落札金額1000万円以上）　25　（本紙調べ）

工事結果・業務結果のデータのお問い合わせ
は建設新報社情報サービス係まで。

建 設 新 報（第三種郵便物認可） （６）2022年（令和４年）３月１日（火）建 設 新 報
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務
で
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極
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用
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務
で
積
極
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用

　

国
土
交
通
省
は
２
月
２２

日
付
け
で
、
品
質
確
保
に

役
立
つ
技
術
や
知
識
を
備

え
る
民
間
資
格
に
、
新
た

に
２５
資
格
を
登
録
す
る
と

と
も
に
、
今
年
度
末
に
登

録
期
間
満
了
と
な
る
５０
資

格
を
更
新
し
、
計
３
５
３

の
登
録
資
格
と
な
っ
た
。

　

こ
の
制
度
は
民
間
事
業

者
等
が
付
与
す
る
「
技
術

者
資
格
」
を
国
土
交
通
省

が
「
国
土
交
通
省
登
録
資

格
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と
し
て
登
録
、
社
会

資
本
に
関
す
る
調
査
・
設

計
等
の
発
注
業
務
で
活
用

す
る
取
り
組
み
。

　

今
回
登
録
さ
れ
た
資
格

は
、
こ
れ
ま
で
に
登
録
さ

れ
て
い
た
資
格
と
同
様
、

国
及
び
地
方
公
共
団
体
の

業
務
発
注
に
際
し
、
総
合

評
価
で
加
点
評
価
す
る
な

ど
資
格
保
有
者
を
積
極
的

に
活
用
す
る
。

　

新
た
に
登
録
さ
れ
た
技

術
者
資
格
は
次
の
と
お
り
。
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に
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に
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間
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を
登
録

の
民
間
資
格
を
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録
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ど

イ
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フ
ラ
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検
・
診
断
な
ど

　

▽
堤
防
・
河
道
（
点
検
・

診
断
）
＝
上
級
土
木
技
術

者
（
流
域
・
都
市
）
コ
ー

ス
Ａ
（
３
２
９
号
）
▽
堤

防
・
河
道
（
点
検
・
診
断
）

＝
上
級
土
木
技
術
者
（
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川
・
流
域
）
コ
ー
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（
３

３
０
号
）
▽
堤
防
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河
道

（
点
検
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診
断
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１
級
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技
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３
３
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道
（
点
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級
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者
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コ
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（
３
３
２
号
）

▽
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梁
（
鋼
橋
）（
点
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級
土
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技
術
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（
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テ
ナ
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３
３
３
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鋼
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（
３
３
４
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▽
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梁
（
鋼
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点
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橋
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３
５
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３
６
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テ
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ス
）
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ー
ス
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３
７
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）▽
橋
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鋼
橋
）

（
診
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）
＝
木
橋
・
総
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診
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士
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３
３
８
号
）
▽

橋
梁
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト

橋
）（
点
検
）
＝
上
級
土
木

技
術
者（
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
）

コ
ー
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（
３
３
９
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）

▽
橋
梁
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト

橋
）（
点
検
）
＝
１
級
土
木

技
術
者（
メ
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テ
ナ
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ス
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（
３
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０
号
）

▽
橋
梁
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コ
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ク
リ
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ト

橋
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点
検
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橋
・
総
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診
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４
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橋
梁
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コ
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ク
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ト

橋
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橋
梁
診
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術
者
（
３
４
２
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橋
梁
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ク
リ
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ト
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上
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技
術
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ス
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４
３
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梁
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ク
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橋
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４
４
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５
号
）
▽
橋
梁
（
鋼
・

コ
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士
（
３
４
６
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▽
ト
ン
ネ
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（
点
検
）
＝

上
級
土
木
技
術
者
（
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
）コ
ー
ス
Ａ（
３
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７
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ト
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ネ
ル（
点

検
）
＝
１
級
土
木
技
術
者

（
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
）
コ
ー

ス
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（
３
４
８
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）
▽
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ネ
ル
（
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技
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技
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流
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市
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ス
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（
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５
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下
水

道
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計
画
・
調
査
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＝
管
更
生
技
士
（
下
水

道
）（
３
５
３
号
）。

　

更
新
さ
れ
た
資
格
は
次

の
と
お
り
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▽
下
水
道
管
路
施
設

（
点
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下
水

道
管
路
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理
主
任
技
士
▽

海
岸
堤
防
等
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点
検
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断
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１
級
土
木
技
術
者
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海
岸
・
海
洋
）
コ
ー
ス
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▽
海
岸
堤
防
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点
検
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診
断
）
＝
１
級
土
木
技
術

者
（
流
域
・
都
市
）
コ
ー

ス
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▽
橋
梁
（
鋼
橋
）（
点
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上
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土
木
技
術
者
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鋼
・
コ
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ク
リ
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ト
）
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ー
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▽
橋
梁
（
鋼

橋
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点
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１
級
土
木

技
術
者
（
鋼
・
コ
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ク
リ

ー
ト
）
コ
ー
ス
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▽
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梁

（
鋼
橋
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点
検
）
＝
上
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技
術
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ト
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（
鋼
橋
）（
点
検
）
＝

四
国
社
会
基
盤
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
エ
キ
ス
パ
ー
ト
▽
橋

梁
（
鋼
橋
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ト
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橋
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点
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技
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者
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（
鋼
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市
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造
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点
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技
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（
鋼
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技
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（
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橋
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技
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鋼
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コ
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橋
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梁
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ク
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ト
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点
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技
術
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鋼
・
コ
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ク
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ト
）
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▽
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ト
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点

検
）
＝
１
級
土
木
技
術
者
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鋼
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コ
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リ
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ト
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▽
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梁
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ク
リ
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ト
橋
）（
点
検
）
＝

上
級
土
木
技
術
者
（
鋼
・

コ
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ト
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梁
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梁
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▽
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梁
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（
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（
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技
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（
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ト
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）（
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梁
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梁
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リ
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ト
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都
市
道
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造
物
点
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技
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者
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ネ
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）
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コ
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（
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四
国
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テ
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▽
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キ
ス
パ
ー
ト
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▽
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都
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造
物
点
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ト
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▽
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▽
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都
市
道
路
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造
物
点
検

技
術
者
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質
・
土
質（
調

査
）
＝
上
級
土
木
技
術
者

（
地
盤
・
基
礎
）
コ
ー
ス
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▽
地
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・
土
質（
調
査
）

＝
１
級
土
木
技
術
者
（
地

盤
・
基
礎
）
コ
ー
ス
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▽

地
質
・
土
質
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調
査
）
＝

上
級
土
木
技
術
者（
地
盤
・

基
礎
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ー
ス
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川
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ダ
ム
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・
調
査
・
設
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）
＝
１
級
土
木
技
術
者
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川
・
流
域
）
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ー
ス
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計
画
・
調
査
・
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）
＝
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木
技
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者
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都
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）
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ス
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調

査
・
設
計
）
＝
１
級
土
木

技
術
者
（
海
岸
・
海
洋
）

コ
ー
ス
Ｂ
▽
海
岸（
調
査
）

＝
１
級
土
木
技
術
者
（
流

域
・
都
市
）
コ
ー
ス
Ａ
▽

海
岸
（
調
査
）
＝
１
級
土

木
技
術
者（
海
岸
・
海
洋
）

コ
ー
ス
Ｂ
▽
道
路（
計
画
・

調
査
・
設
計
）
＝
１
級
土

木
技
術
者
（
交
通
）
コ
ー

ス
Ａ
▽
道
路
（
計
画
・
調

査
・
設
計
）
＝
上
級
土
木

技
術
者
（
交
通
）
コ
ー
ス

Ｂ
▽
道
路
（
計
画
・
調
査
・

設
計
）
＝
１
級
土
木
技
術

者
（
交
通
）
コ
ー
ス
Ｂ
▽

橋
梁
（
計
画
・
調
査
・
設

計
）
＝
１
級
土
木
技
術
者

（
橋
梁
）
コ
ー
ス
Ｂ
▽
ト

ン
ネ
ル
（
計
画
・
調
査
・

設
計
）
＝
１
級
土
木
技
術

者
（
ト
ン
ネ
ル
・
地
下
）

コ
ー
ス
Ｂ
。

近未来的な施設に驚嘆近未来的な施設に驚嘆
大和ハウスＧ新研修センターを見学大和ハウスＧ新研修センターを見学建築士会橿原支部建築士会橿原支部

　

奈
良
県
建
築
士
会
橿
原

支
部
は
２
月
１７
日
、
大
和

ハ
ウ
ス
グ
ル
ー
プ
の
新
研

修
セ
ン
タ
ー
「
み
ら
い
価

値
共
創
セ
ン
タ
ー
」
コ
ト

ク
リ
エ
の
施
設
見
学
会
を

実
施
し
た
。
同
施
設
は
大

和
ハ
ウ
ス
グ
ル
ー
プ
が
地

域
住
民
や
異
業
種
企
業
等

と
新
し
い
価
値
を
創
出
で

き
る
人
財
を
育
成
す
る
場

と
し
て
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
持

た
せ
、
旧
奈
良
研
修
セ
ン

タ
ー
跡
地
お
よ
び
隣
接
す

る
奈
良
工
場
の
一
部
敷
地

を
転
用
し
昨
年
１０
月
に
オ

ー
プ
ン
し
た
。
平
城
京
の

南
端
に
位
置
し
、
着
工
前

の
発
掘
で
は
奈
良
時
代
の

下
級
役
人
の
住
居
跡
や
井

戸
の
跡
、
土
器
な
ど
も
出

土
し
た
。
国
内
外
の
社
員

利
用
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
子
供
か
ら
高
齢
者
ま

で
幅
広
い
地
域
住
民
や
異

業
種
の
企
業
、
研
究
機
関

な
ど
と
の
交
流
施
設
と
し

て
も
運
営
し
て
い
く
と
い

う
。
建
物
は
大
和
ハ
ウ
ス

グ
ル
ー
プ
の
従
業
員
延
べ

１
５
０
名
が
参
加
し
た
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
検
討
さ

れ
た
コ
ン
セ
プ
ト
を
基

に
、
基
本
設
計
と
デ
ザ
イ

ン
監
修
は
建
築
家
・
小
堀

哲
夫
氏
が
、
施
工
を
大
和

ハ
ウ
ス
工
業
・
フ
ジ
タ
が

行
い
、
２
０
１
９
年
７
月

か
ら
２
年
を
か
け
て
建
設

し
た
。
デ
ザ

イ
ン
は
曲
線

を
多
用
し
、

各
部
屋
や
共

有
部
分
と
の

間
の
仕
切
り

は
極
力
無
く

し
、
多
様
な

空
間
ア
レ
ン

ジ
が
で
き
る

よ
う
に
工
夫

さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、

積
極
的
に
自

然
光
を
取
り

入
れ
、
シ
ー

ム
レ
ス
に
中

庭
や
テ
ラ
ス
な
ど
の
オ
ー

プ
ン
ス
ペ
ー
ス
と
の
行
き

来
が
で
き
る
な
ど
開
放
的

な
デ
ザ
イ
ン
。
ま
た
、
環

境
に
配
慮
し
た
建
物
で
国

内
外
の
５
つ
の
環
境
認
証

を
取
得
し
て
い
る
。

　

参
加
者
た
ち
は
コ
ン
セ

プ
ト
か
ら
練
り
上
げ
ら

れ
、
緻
密
に
組
み
上
げ
ら

れ
た
施
設
に
「
別
世
界
の

よ
う
だ
」
と
感
嘆
し
な
が

ら
、
最
新
の
技
術
と
伝
統

の
技
法
が
織
り
交
ぜ
ら
れ

た
細
部
の
デ
ィ
テ
ィ
ー
ル

に
も
真
剣
に
目
を
凝
ら

し
、
奈
良
の
歴
史
を
尊
重

し
自
然
を
取
り
込
ん
で
１

０
０
年
後
を
見
据
え
た

「
み
ら
い
価
値
共
創
セ
ン

タ
ー
」
の
取
り
組
み
に
刺

激
を
受
け
て
い
た
。
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社
会
的
課
題
に
取
組
む
拠
点

社
会
的
課
題
に
取
組
む
拠
点

　

広
陵
町
は
２
月
18
日
、

「
第
12
回
広
陵
町
の
公
民

館
建
替
及
び
文
化
芸
術
の

振
興
の
あ
り
方
検
討
委
員

会
」
を
開
催
。
今
回
の
委

員
会
で
は
、
公
民
館
の
あ

り
方
及
び
建
替
え
に
関
す

る
検
討
結
果
（
案
）
や
文

化
芸
術
推
進
基
本
計
画

（
仮
称
）（
案
）
の
最
終
確

認
の
ほ
か
、
公
民
館
建
替

及
び
文
化
芸
術
の
振
興
の

　

近
畿
地
方
整
備
局
企
画

部
は
、「
技
術
力
向
上
支

援
業
務
」
の
簡
易
公
募
型

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
公
示
、

技
術
提
案
書
を
３
月
22
日

ま
で
受
け
付
け
、
委
託
事

業
者
を
選
定
す
る
。

　

業
務
は
、
近
畿
地
方
整

備
局
所
管
事
業
の
執
行
に

係
る
個
々
の
職
員
の
技
術

力
の
保
持
・
向
上
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
開
催
す
る

技
術
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
会

議
の
各
研
究
会
（
ト
ン
ネ

ル
技
術
・
道
路
土
工
技
術
・

橋
梁
技
術
・
コ
ン
ク
リ
ー

ト
技
術
・
水
文
技
術
・
堤

防
技
術
・
ダ
ム
技
術
・
土

砂
災
害
・
機
械
技
術
・
電

通
技
術
）
及
び
管
内
研
修

の
運
営
支
援
を
行
う
も
の
。

近
畿
地
整
企
画
部

　

都
市
再
生
機
構
西
日
本

支
社
は
、
一
般
競
争
入
札

「
令
和
４
年
度
西
日
本
支

社
に
係
る
不
動
産
鑑
定
評

価
業
務
」
を
４
月
11
日
に

開
札
し
て
第
１
～
第
３
順

位
者
ま
で
決
定
し
、
業
務

を
委
託
す
る
。
入
札
説
明

３月２２日まで提案受付３月２２日まで提案受付
技術力向上支援業務プロポ技術力向上支援業務プロポ

都市再生機構県地域産業課

４
月
４
月
１１１１
日
に
開
札

日
に
開
札

Ｍ
Ｂ
Ｔ
感
染
対
策
を
認
定

Ｍ
Ｂ
Ｔ
感
染
対
策
を
認
定

西
日
本
支
社
不
動
産
鑑
定
評
価

西
日
本
支
社
不
動
産
鑑
定
評
価

３
年
度
創
業
支
援
資
金（
認
定
枠
）

３
年
度
創
業
支
援
資
金（
認
定
枠
）

公
民
館
建
替
及
び
文
化
芸
術
の
振
興
の
あ
り
方

公
民
館
建
替
及
び
文
化
芸
術
の
振
興
の
あ
り
方

広 陵 町

施
設
規
模
は
現
施
設
を
上
回
ら
な
い
範
囲
で

施
設
規
模
は
現
施
設
を
上
回
ら
な
い
範
囲
で

あ
り
方
に
関
す
る
答
申

（
案
）に
つ
い
て
検
討
し
た
。

　

同
町
で
は
、
昭
和
48
年

に
中
央
公
民
館
が
開
館
し

様
々
な
文
化
芸
術
活
動
が

行
わ
れ
て
き
た
。し
か
し
、

建
築
か
ら
50
年
近
く
が
経

過
し
て
お
り
、
施
設
の
老

朽
化
等
の
問
題
か
ら
以
前

よ
り
改
修
を
検
討
。
平
成

28
年
に
は
、
総
合
的
な
公

共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に

関
す
る
基
本
計
画
と
し
て

「
広
陵
町
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
」
を
策
定
。

こ
う
し
た
中
、
公
民
館
を

拠
点
と
し
て
活
動
す
る
人

達
で
構
成
し
た
「
中
央
公

民
館
建
替
え
を
要
望
す
る

会
」
か
ら
、
平
成
29
年
８

月
に
町
長
へ
「
広
陵
中
央

公
民
館
の
早
期
の
建
て
替

え
に
関
す
る
要
望
書
」
に

要
望
署
名
一
万
筆
を
添
え

て
提
出
。
同
年
12
月
に
は

同
会
か
ら
議
会
へ
「
広
陵

中
央
公
民
館
の
早
期
建
て

替
え
を
求
め
る
請
願
書
」

が
提
出
さ
れ
、
全
会
一
致

で
採
択
さ
れ
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
同
町
は

令
和
元
年
９
月
議
会
に
お

け
る
町
長
の
答
弁
「
概
ね

５
年
を
目
途
に
基
本
方
針

を
決
定
、
そ
の
後
で
き
る

だ
け
早
期
の
建
替
を
目
指

す
」
を
基
本
に
同
委
員
会

を
設
置
し
、
地
方
文
化
芸

術
基
本
計
画
に
関
す
る
こ

と
・
町
が
目
指
す
べ
き
公

民
館
の
在
り
方
及
び
建
替

等
に
関
す
る
こ
と
等
に
つ

い
て
、
こ
れ
ま
で
定
期
的

に
議
論
を
行
っ
て
き
た
。

な
お
、
公
民
館
建
替
え
に

関
す
る
検
討
結
果
は
諮
問

の
あ
っ
た
「
町
が
め
ざ
す

べ
き
公
民
館
の
あ
り
方
及

び
建
替
に
関
す
る
」
方
向

性
を
示
し
た
も
の
で
あ

り
、
こ
の
内
容
を
踏
ま
え

た
再
整
備
が
推
進
さ
れ
る

こ
と
が
望
ま
れ
る
が
、
立

地
場
所
や
施
設
設
計
に
制

約
を
加
え
る
も
の
で
は
な

い
。
同
委
員
会
は
今
回
の

第
12
回
を
も
っ
て
終
了
と

し
、
答
申
書
は
２
月
に
町

長
へ
提
出
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
検
討
で
、

公
民
館
は
多
機
能
を
備
え

た
複
合
施
設
で
あ
る
べ
き

と
い
う
基
本
合
意
が
さ
れ

て
お
り
、
館
内
の
１
室
を

資
料
展
示
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
で
歴
史
資
料
館

機
能
を
併
設
す
る
。
収
蔵

庫
に
つ
い
て
は
別
途
検
討

の
予
定
。
多
機
能
化
に
つ

い
て
は
、
指
定
避
難
所
と

し
て
防
災
拠
点
や
子
育
て

支
援
機
能
を
盛
り
込
む

他
、
参
画
・
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
の
場
と
し
て
の
機

能
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

公
民
館
の
「
社
会
的
課

題
に
取
り
組
む
拠
点
と
す

る
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト

を
明
確
に
し
つ
つ
、
多
様

な
機
能
を
活
か
せ
る
施
設

設
備
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
▽

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
（
フ
リ
ー

ス
ペ
ー
ス
と
し
て
も
利
用

可
能
）
▽
会
議
室
（
講
座

室
、
集
会
室
、
学
習
室
）

▽
和
室
（
生
涯
学
習
に
お

け
る
教
室
や
講
座
な
ど
を

書
等
に
対
す
る
質
問
は
３

月
29
日
ま
で
受
け
付
け
て

４
月
１
日
～
８
日
に
回
答

書
を
１
階
質
疑
応
答
コ
ー

ナ
ー
開
架
棚
で
閲
覧
に
供

す
る
。

　

第
１
順
位
者
決
定
入
札

の
落
札
者
、
第
２
順
位
者

決
定
入
札
の
落
札
者
、
第

３
順
位
者
決
定
入
札
の
落

札
者
に
対
し
、
概
ね
３
対

２
対
１
の
件
数
割
合
と
な

る
よ
う
案
件
を
依
頼
す

る
。
掲
示
文
兼
入
札
説
明

書
は
４
月
８
日
ま
で
交
付

す
る
。

　

担
当
部
署
は
公
募
条
件

ほ
か
に
つ
い
て
ス
ト
ッ
ク

事
業
推
進
部
事
業
企
画
課

（
電
話
０
６
―
６
９
６
９

―
９
１
３
２
）、
入
札
手

続
及
び
一
般
競
争
参
加
資

格
に
つ
い
て
総
務
部
契
約

課
（
電
話
０
６
―
６
９
６

９
―
９
８
４
８
）。

　

業
務
の
対
象
と
な
る
事

業
は
①
都
市
再
生
事
業
＝

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生

機
構
法
（
平
成
15
年
法
律

第
１
０
０
号
）
第
１１
条
第

１
項
第
１
号
～
第
10
号
、

同
項
第
17
号
、
第
２
項
第

２
号
及
び
第
３
項
に
定
め

る
都
市
再
生
業
務
に
関
す

る
事
業
②
団
地
再
生
事
業

＝
同
条
第
１
項
第
９
号
、

同
項
第
13
号
～
第
15
号
及

び
同
項
第
17
号
に
定
め
る

賃
貸
住
宅
等
の
建
替
業
務

に
関
す
る
事
業
③
住
宅
等

管
理
事
業
＝
同
項
第
12
号

～
第
17
号
に
定
め
る
賃
貸

住
宅
等
の
管
理
業
務
に
関

す
る
事
業
。
業
務
内
容
は

次
の
通
り
。

　

西
日
本
支
社
業
務
区
域

内
（
近
畿
２
府
４
県
、
山

口
県
を
除
く
中
国
地
方
、

四
国
地
方
、
福
井
県
）
に

お
け
る
▽
事
業
に
係
る
土

地
等
を
譲
渡
・
交
換
・
賃

貸
及
び
取
得
す
る
際
ま
た

は
都
市
再
生
事
業
に
係
る

換
地
計
画
等
を
策
定
す
る

際
の
基
礎
資
料
と
す
る
た

め
の
不
動
産
鑑
定
評
価
業

務
▽
前
項
に
よ
る
不
動
産

鑑
定
評
価
の
結
果
に
関
し

て
再
鑑
定
を
依
頼
し
た
場

合
に
お
け
る
不
動
産
鑑
定

評
価
業
務
▽
以
上
の
不
動

産
鑑
定
評
価
結
果
に
関
し

て
時
点
修
正
率
等
の
意
見

を
求
め
た
場
合
に
お
け
る

意
見
書
作
成
業
務
。
委
託

期
間
５
年
４
月
18
日
。

　

奈
良
県
産
業
･
観
光
･

雇
用
振
興
部
地
域
産
業
課

は
、
令
和
３
年
度
県
制
度

融
資
の
「
創
業
支
援
資
金

（
認
定
枠
）」
に
２
月
１４
日

付
で
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
業
の
Ｍ
Ｂ
Ｔ
感
染
対
策

支
援
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

㈱
（
橿
原
市
）
を
認
定
し

た
。
事
業
内
容
は
医
学
的

な
観
点
か
ら
企
業
や
団
体

等
へ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
等
に
対
す

る
、
具
体
的
か
つ
実
践
的

な
感
染
対
策
の
指
導
の
実

施
。

　

県
内
で
の
創
業（
予
定
）

者
の
う
ち
、
優
れ
た
事
業

計
画
を
有
す
る
と
し
て
申

請
の
あ
っ
た
者
の
中
か
ら

県
が
認
定
し
た
者
は
、
無

利
子
・
無
保
証
料
で
県
制

度
融
資
を
利
用
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
る
制
度
。
３

年
度
は
今
回
が
初
認
定
と

な
る
。

　

対
象
と
な
る
の
は
県
内

で
事
業
拡
大
･
事
業
多
角

化
･
業
種
転
換
を
行
う
中

小
企
業
･
小
規
模
事
業
者

で
、
事
業
計
画
の
知
事
認

定
を
受
け
た
も
の（
但
し
、

設
備
投
資
は
必
須
）。
融

資
限
度
額
は
５
０
０
０
万

円
（
運
転
資
金
は
設
備
資

金
の
１
／
３
以
下
）
で
、

運
転
資
金
の
み
の
利
用
不

可
。
担
当
は
金
融
支
援
係

（
電
話
０
７
４
２
―
２
７

―
８
８
０
７
）。

　

県
制
度
融
資
取
扱
金
融

機
関
に
よ
る
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
や
中
小
企
業
診
断

士
に
よ
る
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア

ッ
プ
・
評
価
を
経
た
事
業

計
画
に
つ
い
て
「
新
規
性

･
独
創
性
」「
市
場
性
」「
収

益
性
」「
実
現
可
能
性
」「
継

続
性
」
及
び
「
地
域
へ
の

貢
献
性
」
に
関
し
て
審
査

を
行
っ
て
認
定
す
る
。

　

主
な
業
務
内
容
は
①
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
会
議
の
資

料
作
成
と
会
議
の
運
営
補

助
②
管
内
研
修
運
営
補

助
・
研
修
テ
キ
ス
ト
作

成
。
委
託
期
間
５
年
２
月

28
日
。

含
む
集
会
、
会
議
等
多
目

的
に
使
え
る
場
）
▽
音
楽

室
（
練
習
室
）
▽
創
作
・

工
芸
室
（
陶
芸
室
）
▽
調

理
実
習
室
（
災
害
時
の
炊

き
出
し
拠
点
機
能
等
）
▽

展
示
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
▽
カ

フ
ェ
コ
ー
ナ
ー
（
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
的
団
体
に
よ
る
運

営
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ

プ
的
位
置
付
け
）
▽
事
務

所
（
公
民
館
事
務
局
、
生

涯
学
習
担
当
部
門
）
―
な

ど
。

　

施
設
規
模
は
敷
地
面
積

等
に
大
き
く
依
存
す
る

が
、
公
民
館
部
分
は
か
ぐ

や
姫
ホ
ー
ル
部
分
を
含
む

現
公
民
館
の
規
模
、
他
の

複
合
化
す
る
施
設
は
そ
の

規
模
を
上
回
る
こ
と
の
な

い
範
囲
で
の
適
切
な
設
定

が
望
ま
れ
て
い
る
。

　

附
属
ホ
ー
ル
に
つ
い
て

は
、
町
民
の
集
会
は
も
と

よ
り
生
涯
学
習
活
動
や
文

化
芸
術
活
動
の
発
表
、
練

習
の
場
と
な
る
よ
う
な
施

設
と
す
る
方
針
。
施
設
は

３
０
０
人
規
模
の
固
定

席
、
オ
ー
プ
ン
ス
テ
ー
ジ

方
式
（
ア
リ
ー
ナ
型
）
の

多
目
的
ホ
ー
ル
。
最
後
部

に
親
子
鑑
賞
室
を
設
け
、

楽
屋
１
室
（
10
人
～
15
人

規
模
）
を
確
保
、
パ
ー
テ

ィ
シ
ョ
ン
で
２
室
（
各
室

５
～
７
人
規
模
）
に
分
け

ら
れ
る
構
造
と
な
っ
て
い

る
。
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